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地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

　
　
　
3
0
0
人
が
参
加

　
3
月
1
7
日
㈹
午
後
6
時
3
0
分
か
ら
、

市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
地
域
福
祉
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
健
康
づ
く
り
や
老
人
福
祉

に
つ
い
て
、
市
民
と
行
政
が
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
考
え
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
5
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
第
1
部
で
は
、
中
条
病
院
職
員
に
よ

る
「
俺
だ
た
っ
て
し
ゃ
い
る
こ
て
」
と

題
し
て
の
寸
劇
が
、
ま
た
、
第
2
部
で

は
「
お
年
寄
り
と
素
敵
な
会
話
を
！
」

と
い
う
演
題
で
平
田
圭
子
さ
ん
に
よ
る

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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一
般
会
計
1
8
0
億
5
、
1
0
0
万
円
（
畿
）
の
積
極
型
予
算

▼

「
つ
よ
い
町
、
人
に
や
さ
し
い
町
」
づ
く
り
を
行
い
ま
す
▲

　
平
成
7
年
度
予
算
が
、
3
月
の
定
例
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
2
7
6
億
7
、
9
8
3
万
円

で
、
対
前
年
度
伸
び
率
は
3
・
8
％
（
一
般
会
計
は
1
8
0
億
5
、
1
0
0
万

円
で
伸
び
率
6
・
3
％
）
の
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
財
政
状
況
は
、
平
成
5
年
度
決
算
で
公
債
費
比
率
が
1
4
・
1
％
、
経

常
収
支
比
率
が
7
7
・
4
％
、
財
政
力
指
数
が
0
・
4
5
と
、
一
部
改
善
さ
れ
た
も

の
の
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
従
来
か
ら
進
め
て
き
た
行
財
政
改
革
を
着
実
に
継
承
し
、
健

全
財
政
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
21
世
紀
の
ビ
ジ
ョ

ン
で
あ
る
「
交
流
を
通
し
若
者
が
活
き
づ
く
産
業
文
化
都
市
」
実
現
の
た

め
、
市
民
二
ー
ズ
の
高
い
施
策
や
社
会
経
済
情
勢
の
推
移
に
即
応
し
た
、

真
に
必
要
な
施
策
へ
の
重
点
的
・
効
率
的
配
分
に
努
め
る
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
月
号
は
、
平
成
7
年
度
予
算
の
主
な
概
要
を
長
期
発
展
計
画
の
柱
に

沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　　　　用語の解説
◆公債費比率…市町村も借金をしていて、毎

年度元金や利子の償還を行っています。こ

の経費の総額を公債費といい、この公債費

の一般財源（使途が特定されず、どのよう

　な経費にも使えるもの）に占める割合を公

債費比率と呼んでいます。比率が高ければ

高いほど財政の健全性が脅かされます。

◆経常収支比率一市町村の財政構造の弾力性

　を測定する比率として使われます。一般的

　には、市にあっては75％、町村にあっては

70％程度が妥当と考えられており、これが

各々5％を超えると、その市町村は弾力性

　を失いつつあると考えられています。

◆財政力指数一地方交付税法の規定により算

定した基準財政収入額を基準財政需要額で

除して得た数値の過去3か年平均をいいま

す。一般的に、甫町村の財政の力を示す指

数として用いられ、1に近く1を超えるほ

　ど財源に余裕があるものとされています。

議
聯

◆一般会計…180億5，100万円　　（6．3％）

◆特別会計一・・96億2，883万円（△2．2％）

・国民健康保険

　　…一一……23億1，300万円（△9．1％）

・簡易水道…一9億0，820万円（△1．0％）

・下水道事業…23億2，670万円（△12．6％）

・老人保健……38億0，810万円　（10．7％）

・農業集落排水事業

　　一…・一一2億3，630万円　　（4．7％）

・駐車場一・一一3，653万円（△33．5％）

巳総　　額…276億7，983万円　（3．8％）

◆水道事業会計

・収益的収入一…一一一・・7億8，540万円

・　〃　支出一…一一一一7億9，550万円

・資本的収入・一一一一一一・・一2，000万円

・　〃　支出一一◎一一・一1億7，200万円

主
要
事
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概
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商工費　歳出
18億8，677　　　　　　　　・民生費

膿辮総務費難1

一衛生費10億3，01ヲ（5．7％）

農林水産業費8億5，288（4．7％）

　　　講
　　　　　鍵
慰

・・（類馨与搬離魏料その他
　12億7，1
　（6．9％）

　　　地方交付税　、

　　麹謙凝銑）

歳入

国朧鯵
　　（7．7％）

市債
　18億0、610
．（10．O％）ノ

！市税
44億7，024
（24．8％）

　諸収入
28薫意2，546

魏（15．7％）

一県支出金9億1，297（5．1％）

繰入金4億5，423（2．5％）

　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　薪　　　　　　　　　　　讐　　　　　　鑛　　　灘　　溌

若
者
が
定
着
で
き
る
魅
力
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
産
業
の
活
き
づ
く
ま
ち
づ
く
り

商
工
業
・
観
光
の
振
興
で

　
　
　
　
　
ま
ち
に
活
力
を

　
市
の
活
性
化
は
、
産
業
の
振
興
と
若

者
の
定
着
が
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
年
度
も
引
き

続
き
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

「
十
日
町
織
物
産
地
活
性
化
協
議
会
」

を
通
し
、
業
界
と
と
も
に
振
興
策
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
商
工
業
で
は
、
景
気
の
低
迷
に
対
応

す
る
た
め
、
産
業
育
成
資
金
、
小
売
商

業
近
代
化
資
金
、
工
場
建
設
資
金
な
ど

の
各
種
貸
し
付
け
制
度
を
充
実
し
、
中

小
企
業
の
振
興
と
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
中
心
街
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
勤
労
者
の
研
修
厚
生
施
設

と
し
て
建
設
準
備
を
進
め
て
き
た
「
勤

労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
は
、
今
秋

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
観
光
面
で
は
、
新
広
域
市
町
村
圏
6

市
町
村
に
よ
る
広
域
観
光
協
議
会
を
設

立
し
、
リ
ゾ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
新

し
い
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
大
池
周
辺
の
観
光
施
設
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
設
置
の
準
備
を

進
め
て
き
た
「
東
京
十
日
町
事
務
所
」

を
、
4
月
か
ら
東
京
の
銀
座
4
丁
目
に

設
置
し
ま
す
。
事
務
所
で
は
、
各
種
情

報
収
集
や
U
タ
ー
ン
・
ー
タ
ー
ン
ヘ
の

支
援
、
企
業
誘
致
、
観
光
・
物
産
な
ど

の
宣
伝
・
紹
介
を
行
う
予
定
で
す
。
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足
腰
の
強
い

　
　
　
農
業
墓
盤
づ
く
り

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
作
物

の
輸
入
自
由
化
、
コ
メ
の
市
場
開
放
な

ど
の
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
合
意
対
策

や
農
業
の
担
い
手
対
策
な
ど
、
多
く
の

難
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
豪
雪

地
帯
で
零
細
農
家
の
多
い
当
市
で
は
、

今
後
と
も
足
腰
の
強
い
農
業
基
盤
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
で
は
、
現
在
継
続
中
の
四

日
町
中
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鉢
、
城
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滑
墨

の
4
地
区
の
ほ
か
、
平
場
地
区
で
残
っ

て
い
た
下
条
と
新
座
地
区
で
新
た
に
着

手
し
ま
す
。
ま
た
、
整
備
の
遅
れ
て
い

る
山
間
地
の
基
盤
総
合
整
備
方
法
に
つ

い
て
は
、
集
落
の
維
持
機
能
を
含
め
、

新
た
に
調
査
検
討
を
始
め
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
山
間
地
域
の
活
性
化
対
策
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
を
地
域
の
人

た
ち
と
話
し
合
い
、
研
究
す
る
た
め
の

経
費
と
し
て
5
0
0
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
団
体
営
農
道
整
備
事
業
、

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
な
ど
に
よ

り
、
農
道
整
備
や
生
産
・
環
境
基
盤
の

整
備
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
林
業
関
係
で
は
、
反
り
目
線
ほ
か
5

路
線
で
開
設
、
舗
装
改
良
を
行
い
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

事
業
の
重
点
配
分
を
し
ま
す

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
は
、
平
成
8
年

秋
の
第
1
期
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
急
ピ

縫
　
碑
悼
難

講
撒
繋
，

ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
新
し
い
雇
用
の
場

の
創
出
な
ど
、
市
の
活
性
化
を
進
め
る

上
で
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
引
き
続
き
、
道
路
や
上
下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
重
点
的
な

予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
下
水
道
の

幹
線
管
渠
布
設
は
、
平
成
6
年
度
で
ほ

ぼ
終
了
し
ま
す
。
ま
た
、
水
道
も
昨
年

12

月
に
一
部
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
ヘ
の
取
り
付
け
道

路
と
な
る
市
道
水
沢
珠
川
線
は
、
県
道

へ
の
昇
格
が
決
定
し
、
オ
ー
プ
ン
に
向

け
急
速
な
改
良
工
事
が
進
む
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
．

　
さ
ら
に
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
二
次
的

効
果
を
高
め
る
た
め
の
組
織
と
し
て
「
あ

て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
設
置
を
行
い
ま

す
。

魅
力
あ
る
都
市
基
盤
の

　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

高
速
交
通
体
系
の

　
　
　
整
備
を
行
い
ま
す

　
都
市
基
盤
整
備
の
重
要
な
課
題
は
、

遅
れ
て
い
る
高
速
交
通
体
系
の
整
備
で

す
。
地
域
内
の
悲
願
で
あ
る
北
越
北
線

は
、
平
成
9
年
4
月
の
開
業
に
め
ど
が

つ
き
ま
し
た
。
開
業
す
る
と
、
関
東
圏

や
北
陸
圏
へ
の
時
間
短
縮
が
大
幅
に
図

ら
れ
ま
す
。
開
業
に
合
わ
せ
、
北
越
北

線
沿
線
地
域
整
備
費
と
し
て
、
7
億
7
、

2
3
5
万
円
を
計
上
し
、
平
成
8
年
度

の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
急
ピ
ッ
チ
で

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
十
日
町
駅

東
西
地
下
道
は
、
7
年
度
で
内
装
を
残

し
完
了
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
新
座

駅
ホ
ー
ム
や
津
池
駅
前
広
場
な
ど
の
整

備
も
、
こ
の
予
算
の
中
で
本
格
的
に
着

手
し
ま
す
．

　
ま
た
、
関
越
自
動
車
道
と
北
陸
自
動

車
道
を
結
ぶ
地
域
高
規
格
幹
線
道
路
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
第
1
次
計

画
路
線
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、
調
査
区
間
の
指
定
を
受
け
る
た

め
、
中
央
に
対
し
て
積
極
的
な
陳
情
を

行
っ
て
い
ま
す
．

21

世
紀
の
都
市
マ
ス
タ
ー

　
　
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す

　
6
年
度
に
都
市
計
画
の
用
途
地
域
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
7
年
度
は
、

1
、
3
7
0
万
円
を
か
け
、
2
1
世
紀
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
す
た

め
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
作
業
に
着
手
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

が
市
民
参
加
の
下
で
、
各
地
区
ご
と
の

将
来
あ
る
べ
き
姿
、
道
路
、
公
園
な
ど

の
計
画
、
地
域
に
お
け
る
都
市
づ
く
り

の
課
題
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
整
備
の

方
針
を
具
体
的
か
つ
き
め
細
か
く
定
め

る
も
の
で
す
．

　
ま
た
、
信
濃
川
の
水
利
用
計
画
と
妻

有
大
橋
付
近
の
河
川
敷
地
整
備
計
画
を

含
め
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
に
も

着
手
し
ま
す
。

　
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

仮
換
地
の
指
定
を
行
い
な
が
ら
、
本
格

的
な
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
道

路
の
築
造
と
宅
地
の
整
地
、
そ
れ
に
合

わ
せ
た
上
下
水
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
建
物
の
移
転
も
予
定
し
て
い
ま

す
。　

西
本
町
地
区
で
は
、
各
種
調
査
・
測

量
や
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

克
雪
・
利
雪
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

　
流
雪
溝
整
備
計
画
で
は
、
流
雪
溝
用

水
中
継
ポ
ン
プ
場
の
完
成
に
よ
り
、
今

年
1
2
月
か
ら
は
、
市
街
地
を
中
心
に
供

・
除
雪
機
械
購
入
事
業
　
　
　
2
、
8
5
5

・
冬
期
保
安
要
員
設
置
事
業
　
　
8
5
2

・
克
雪
タ
ウ
ン
整
備
実
験
事
業
等
6
1
0

・
冬
期
道
路
交
通
確
保
共
同
事
業

　
　
　
　
　
　
（
融
消
雪
施
設
）
5
0
0

鐙
灘
闘
難
簿
鐵
壌
整
備

・
生
活
道
路
、
河
川
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
5
億
6
、
5
7
1

・
都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
9
、
3
8
9

盤
鍛
環
騰
繊
整
騰

・
新
座
、
大
井
田
地
区
ほ
か
公
共
下
水
道

整
備
事
業
　
　
　
　
　
7
億
6
、
5
2
4

・
公
共
下
水
道
処
理
場
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
7
、
3
0
8

・
鐙
島
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
1
意
9
、
7
2
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
D
　
　
9
0
F
D

・
八
箇
地
区
簡
易
水
道
新
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
3
億
8
、
0
0
0

・
地
下
水
利
用
実
態
調
査
　
　
　
3
0
0

・
ご
み
減
量
化
、
再
資
源
化
、
、
環
境
保
全

実
践
活
動
推
進
事
業
　
　
　
　
6
8
5

・
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
負
担

金
4
億
1
、
3
8
4

・
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
億
5
、
1
7
9

・
災
害
復
旧
事
業
　
　
　
1
億
4
、
2
4
9

饗
鎧
灘
綴
灘
縦
整
備

・
ス
ト
レ
ッ
チ
公
園
整
備
事
業
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
0
、
9
4
8

・
公
園
整
備
事
業
　
　
　
1
億
1
、
9
3
8

・
市
営
住
宅
建
設
事
業
　
　
　
1
、
5
4
9

灘
擦
・
薩
雛
藤
翻
の
灘
叢

・
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0
乙
「
⊥

・
乳
児
医
療
費
助
成
　
　
　
　
1
、
4
8
6

4



用
開
始
で
き
る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
、

市
街
地
の
雪
処
理
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
利

用
範
囲
拡
大
の
た
め
の
関
連
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
雪
国
快
適
環
境
総
合
整
備
事

業
で
6
年
度
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
、

小
泉
地
内
の
土
間
付
き
体
育
館
（
吉
田

地
区
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
i
・

仮
称
）
が
今
年
1
0
月
に
完
成
し
、
冬
で

も
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
運
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
克
雪
住
宅
づ
く
り
促
進
事

業
や
除
雪
機
の
購
入
な
ど
を
行
い
、
雪

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

安
全
で
快
適

生
活
道
路
・
都
市
計
画

街
路
の
整
備
を
し
ま
す

　
生
活
道
路
は
市
民
の
生
命
線
で
あ
り
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
最
も
重
要

な
路
線
で
す
。
7
年
度
も
、
高
山
太
子

堂
線
の
み
た
ら
せ
川
橋
梁
整
備
工
事
を

は
じ
め
、
孕
石
椌
木
線
、
幸
町
小
黒
沢

線
な
ど
1
3
路
線
で
新
設
改
良
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
新
光
寺
北
原
線
の
調
査
測

量
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
都
市
計
画
街
路
で
は
、
川
治
昭
和
町

線
の
改
良
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

な

暮
ら
し
よ
い
ま
ち
づ
く
り

快
適
な
生
活
環
境
の

　
　
　
整
備
を
進
め
ま
す

　
快
適
な
環
境
整
備
を
行
う
上
で
、
上

下
水
道
の
整
備
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
上

水
道
で
は
7
年
度
も
料
金
改
定
を
見
送

り
、
配
水
管
の
布
設
や
布
設
替
え
を
行

い
ま
す
。
簡
易
水
道
の
整
備
で
は
、
水

源
確
保
の
見
通
し
が
立
っ
た
八
箇
地
区

に
簡
易
水
道
の
新
設
を
行
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
6
年
度
に

着
手
し
た
新
座
・
大
井
田
地
区
な
ど
に

7
億
6
、
5
0
0
万
円
を
、
水
沢
地
区

の
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
に

3
億
4
0
0
万
円
を
計
上
し
、
整
備
を

進
め
ま
す
。
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、

6
年
度
に
引
き
続
き
1
億
9
、
7
0
0

万
円
で
鐙
島
地
区
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
処
理
場
の
増
設
事
業
が
7

年
度
で
完
了
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、

各
種
下
水
道
整
備
事
業
の
対
象
外
地
区

に
対
し
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
で
対
応
し
ま
す
。

公
園
や
住
宅
の

　
　
　
整
備
を
行
い
ま
す

　
市
民
生
活
に
潤
い
を
持
た
せ
る
た
め

に
、
公
園
の
整
備
や
緑
化
事
業
に
力
を

翻
＾
　
，
　
鞠
繕
盃
　
藁
’

瀞

入
れ
ま
す
。
十
日
町
市
総
合
公
園
に
は
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
増
設
や
夜
間
照
明
の

設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。
緑
道
の
整
備

も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
ま
た
新
規
事
業
と
し
て
、
稲
荷
町
の

緑
道
付
近
に
（
仮
称
）
ス
ト
レ
ッ
チ
公

園
整
備
事
業
を
導
入
し
ま
す
。
内
容
は
、

約
1
億
円
で
ス
ト
レ
ッ
チ
広
場
、
ち
び

っ
こ
広
場
や
駐
車
場
な
ど
を
整
備
す
る

も
の
で
す
．

　
市
営
住
宅
の
建
設
で
は
、
新
年
度
か

ら
2
か
年
継
続
で
谷
内
丑
に
1
2
戸
建
て

1
棟
の
建
設
を
行
い
ま
す
。

資
源
こ
み
の
収
集
に

　
　
　
　
　
取
り
組
み
ま
す

　
4
月
1
日
か
ら
、
本
格
的
な
資
源
ご

み
収
集
を
実
施
し
ま
す
。
収
集
方
法
は
、

現
在
の
3
分
別
収
集
か
ら
4
分
別
収
集

に
変
更
し
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
・
再

資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
協
力
店
制

度
の
導
入
や
生
ご
み
処
理
容
器
あ
っ
せ

ん
事
業
に
対
す
る
補
助
対
象
品
目
の
拡

大
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
市
民

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
市
報
な
ど
を
通
し
た
啓
発
活

動
に
も
力
を
入
れ
、
快
適
な
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
．

　
ま
た
、
よ
り
充
実
し
た
資
源
ご
み
収

集
を
行
う
た
め
、
十
日
町
市
川
西
町
衛

生
施
設
組
合
で
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
建

設
を
行
い
ま
す
。
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
は
、

資
源
ご
み
の
一
時
保
管
場
所
、
不
用
品

バ
ザ
ー
の
開
催
場
所
な
ど
と
し
て
活
用

す
る
予
定
で
、
今
秋
の
完
成
を
目
指
し

ま
す
。

健
康
と
豊
か
な
福
祉
は

　
　
　
　
　
　
皆
の
力
で
築
く
ま
ち
づ
く
り

「
日
本
一
の
健
康
都
市

づ
く
り
」
を
市
民
運
動
に

　
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
、

市
民
の
願
い
で
す
。
6
年
度
は
、
「
日
本

一
の
健
康
都
市
づ
く
り
」
を
市
民
的
運

動
に
高
め
る
た
め
、
懇
談
会
を
設
置
し

て
共
通
の
目
標
や
組
織
づ
く
り
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
年

度
は
、
検
討
結
果
に
基
づ
い
た
活
動
を

・
老
人
保
健
事
業
　
　
　
　
　
7
、
6
6
4

・
保
健
対
策
推
進
事
業
　
　
　
　
4
0
3

・
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
　
　
1
6
0

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
意
3
、
4
4
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

・
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
意
1
、
7
4
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

欝
齢
欝
福
継
の
発
案

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
改
築
工
事
補

助
　
　
　
　
　
　
　
1
億
0
、
3
0
0

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
乙
　
　
Q
O
Q
J
O

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
入
所
措
置
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
意
5
、
1
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

・
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
　
　
　
　
　
6
4
4

・
ね
た
き
り
老
人
等
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
2
2

・
老
人
短
期
入
所
事
業
　
　
　
4
、
1
1
1

・
ね
た
き
り
老
人
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
営

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
8
、
9
4
6

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
i
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
⊥
　
　
0
5
ワ
イ

鑓
域
繧
…
㎜
祉
㎜
の
鋸
議

・
地
域
福
祉
基
金
活
用
事
業

　
　
　
（
地
区
福
祉
会
の
推
進
）
6
0
0

・
心
身
障
害
者
通
所
援
護
事
業
　
6
8
0

・
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
⊥
　
　
0
6
ワ
イ

・
精
神
薄
弱
者
措
置
費
1
億
8
、
8
6
4

・
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
乙
0
5

・
私
立
保
育
所
施
設
整
備
等
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
O
A
U
O

・
へ
き
地
保
育
所
施
設
整
備
補
助
1
0
0

・
山
間
地
域
福
祉
バ
ス
運
行
補
助
1
0
2

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
ワ
イ
0
久
U
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瞬健
「

展
開
し
ま
す
．

　
ま
た
、
国
立
公
衆
衛
生
院
な
ど
か
ら

講
師
を
招
き
、
「
地
域
住
民
と
一
体
と
な

っ
た
健
康
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
秘
け

つ
」
や
「
行
政
の
と
る
べ
き
役
割
」
な

ど
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
と
検
診
事
業
に

　
　
　
　
　
力
を
入
れ
ま
す

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
成
人
病
の
予

防
対
策
に
力
を
入
れ
ま
す
。
国
の
基
本

健
康
審
査
は
4
0
歳
以
上
の
人
が
対
象
で

す
が
、
市
で
は
3
5
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
胃
が
ん
検
診
や

子
宮
が
ん
検
診
な
ど
各
種
検
診
事
業
も

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
成
人
病
の
予
防
や
健
康
増
進
の
知
識

を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
医
師
や
保
健

婦
、
栄
養
士
な
ど
を
講
師
と
す
る
健
康

教
育
や
講
演
会
を
開
催
し
、
健
康
意
識

を
高
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内

／

1
’

痢、

9
か
所
に
毎
月
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

健
康
づ
く
り
の
指
導
や
助
言
を
行
い
ま

す
。　

ま
た
、
市
民
か
ら
検
診
の
必
要
性
を

認
識
し
て
も
ら
っ
た
り
、
よ
り
よ
い
検

診
体
制
を
整
え
た
り
す
る
た
め
、
受
診

率
の
低
い
地
域
を
選
定
し
、
受
診
状
況

な
ど
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

老
人
福
祉
の
充
実
を

　
　
積
極
的
に
進
め
ま
す

　
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤

と
し
て
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
福
祉
政
策
を
進
め
ま
す
。

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
で
は
、
施

設
の
改
築
工
事
を
行
い
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
を
新
設
し
ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
三
好
園
で
は
、
在
宅
で
お
年
寄
り

を
介
護
し
て
い
る
世
帯
に
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
、
ね
た
き

り
老
人
や
痴
ほ
う
症
の
老
人
を
対
象
と

し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
進
め
、
新

た
に
中
条
・
下
条
地
区
の
訪
問
給
食
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
2
4
時

間
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
を
充
実
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
老
人
等
家
庭
援
助
事
業
と
し
て
、

紙
お
む
つ
、
布
お
む
つ
の
給
付
等
の
事

業
も
進
め
ま
す
．

　
ま
た
、
敬
老
祝
金
品
事
業
の
見
直
し

を
行
い
、
高
齢
者
に
相
応
し
た
祝
金
品

の
支
給
事
業
に
改
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
の
助
成
と
し
て
新
た
に

市
老
連
事
務
局
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
強
化
と

運
営
基
盤
の
確
立
に
努
め
、
高
齢
者
の

就
業
機
会
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

地
域
社
会
福
祉
の

　
　
　
充
実
を
図
り
ま
す

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
協

力
員
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
充
実
し
、
一
人
暮
ら
し
老
人
な

ど
の
家
庭
に
対
し
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
見
守
り
、
声
か
け
等
の
安
否
の
確

認
や
入
浴
・
清
拭
な
ど
の
介
護
支
援
を

行
い
ま
す
．心

豊
か
な
人

　
　
　
　
　
　
　
育
て

　
　
ま
た
新
年
度
か
ら
、
市
内
全
域
で
ふ

　
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
月
2
回
（
1

　
食
2
0
0
円
）
行
い
、
ふ
れ
あ
い
ま
ち

　
づ
く
り
事
業
を
進
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

　
社
会
福
祉
普
及
校
を
1
校
か
ら
1
2
校
に

　
拡
大
し
ま
す
．
身
体
障
害
者
タ
ク
シ
ー

　
利
用
料
金
助
成
事
業
は
ー
・
2
級
か
ら

　
3
級
（
一
部
）
に
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
街
地
と
下
条
の
二
子
間
に

　
一
日
2
往
復
の
地
域
福
祉
バ
ス
を
運
行

　
し
、
そ
れ
に
対
す
る
助
成
を
し
ま
す
。

　
　
私
立
保
育
所
・
へ
き
地
保
育
所
の
施

　
設
整
備
に
対
し
、
引
き
続
き
助
成
し
ま

　
す
。
7
年
度
は
中
条
保
育
園
な
ど
5
施

　
設
が
対
象
で
す
。

を
　
　
　
　
　
纈

る

芸
術
・
文
化
の
か
お
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す

　
7
年
度
は
、
芸
術
・
文
化
の
振
興
を

市
政
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
取
り
組
み

ま
す
。
「
芸
術
・
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ

く
り
」
の
け
ん
引
車
と
し
て
、
こ
の
4

月
か
ら
「
十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会
」

が
正
式
に
活
動
を
は
じ
め
ま
す
。
市
と

し
て
は
、
芸
術
・
文
化
活
動
を
側
面
か

ら
支
援
す
る
た
め
、
連
合
会
へ
2
1
0

万
円
の
補
助
を
行
っ
た
り
、
「
芸
術
・
文

化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
を
設

置
し
、
1
億
円
を
目
標
に
積
立
を
行
っ

ま

ち

づ

く

り

た
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ウ
　
　
ン
　
ド

　
ま
た
、
新
た
に
ア
ー
ト
＆
S
o
u
n
d

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
は
、
美
術
や
音
楽
を
中
心
に
市
民

参
加
に
よ
る
活
動
を
行
い
、
地
域
の
芸

術
文
化
活
動
の
水
準
向
上
と
、
団
体
の

活
性
化
を
促
し
、
心
豊
か
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
行
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。
新
潟
県
美
術
展
、
市
民
コ
ン
サ
ー

ト
や
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど

を
継
続
的
・
複
合
的
に
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
母
都

市
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
美
術
館
の

建
設
が
民
間
サ
イ
ド
で
進
め
ら
れ
て
い

芸
術
。
業
鵬
の
懸
お
る
鎌
叢
嚢
蟻
嬢

・
ア
ー
ト
＆
S
o
u
n
d
ま
ち
づ
く
り
事

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、
7
0
0

・
文
化
協
会
連
合
会
育
成
・
美
術
展
開
催

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5
9

・
芸
術
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
基
金

積
立
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
0
0
0

・
星
と
森
の
詩
美
術
館
支
援
事
業

　
　
（
道
路
、
上
下
水
道
）
4
、
4
0
0

・
情
報
館
建
設
準
備
事
業
　
　
1
、
3
2
6

教
欝
環
境
の
整
構

・
中
条
小
学
校
大
規
模
改
造
、
十
日
町
中

学
校
体
育
館
改
修
工
事
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
2
意
4
、
0
7
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

・
吉
田
中
学
校
給
食
施
設
整
備
　
8
7
1

・
教
員
住
宅
建
設
事
業
（
六
箇
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
D
　
　
8
3
8

・
市
町
村
緑
化
特
別
推
進
事
業
　
2
0
0

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
　
　
　
　
9
0
0

・
大
学
等
奨
学
金
貸
付
事
業
3
、
0
1
2

・
登
校
拒
否
児
童
・
生
徒
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
‘
Q
4
ワ
‘

・
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
9
0
乙
6

・
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事
業

　
　
　
　
　
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
9
5
2

・
児
童
、
生
徒
遠
距
離
通
学
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
乙
　
　
Ω
り
0
9

∴
・
同
等
教
育
機
関
設
立
、
誘
致
事
業
8
1

継
糞
教
欝
活
動
の
黄
援

・
公
民
館
社
会
教
育
活
動
、
生
涯
教
育
事

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
0
2
9

・
市
史
編
さ
ん
、
出
版
事
業
2
、
6
1
8

・
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
向
上
対
策
、
生
涯
ス

　
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
　
　
　
　
　
9
8
2

・
コ
モ
市
姉
妹
都
市
提
携
2
0
周
年
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
乙
3

6



ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
も
、
取
り
付
け

道
路
の
建
設
な
ど
、
行
政
と
し
て
の
支

援
を
行
う
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
情
報
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

7
・
8
年
度
に
用
地
の
取
得
を
行
い
、

8
年
度
か
ら
建
設
に
着
手
し
、
1
0
年
度

に
開
館
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
建
設
に

合
わ
せ
、
シ
ス
テ
ム
の
準
備
や
図
書
の

購
入
も
行
い
ま
す

登
校
拒
否
児
童
・
生
徒
の

　
　
　
復
帰
を
応
援
し
ま
す

　
登
校
拒
否
が
全
国
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
登
校
拒
否
で
学

校
生
活
に
適
応
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
、
一
定
期
間
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
教
科
指
導
、
集
団
生
活
へ
の
適

応
指
導
、
体
験
生
活
指
導
な
ど
を
組
織

的
・
計
画
的
に
行
い
、
集
団
生
活
へ
の

適
応
を
促
し
、
学
校
生
活
へ
の
復
帰
を

馨
慧
F
‘

駿

援
助
す
る
た
め
の
「
に
こ
や
か
ル
ー
ム
」

を
6
年
度
に
引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

ま
た
、
深
刻
な
い
じ
め
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
新
規
に
登
校
拒
否
多
発
校
校

内
指
導
体
制
整
備
事
業
を
導
入
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
い
じ
め
の
多
発
校
を
対

象
に
校
内
に
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、

い
じ
め
に
対
す
る
対
策
を
検
討
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
児
童
・
生
徒
が
い
き
い
き
学

べ
る
学
校
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
平

成
4
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
い
き

い
き
ス
ク
ー
ル
」
を
、
7
年
度
は
中
条

小
学
校
、
南
中
学
校
な
ど
9
か
校
で
行

い
ま
す
．

学
校
の
施
設
・
設
備
を

　
　
　
　
　
　
充
実
し
ま
す

　
小
・
中
学
校
で
は
、
中
条
小
学
校
校

舎
の
大
規
模
改
造
事
業
の
ほ
か
、
十
日

町
小
学
校
や
十
日
町
中
学
校
の
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
六
箇
小
学
校

の
教
員
住
宅
の
建
設
も
行
い
ま
す
。

　
市
民
二
ー
ズ
の
強
い
中
学
校
の
完
全

給
食
実
施
に
向
け
、
7
年
度
は
吉
田
中

学
校
の
給
食
受
け
入
れ
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。
今
年
の
2
学
期
か
ら
は
完

全
給
食
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
2
年
度
か
ら
行
っ
て
き

た
中
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事

業
は
、
6
年
度
に
引
き
続
き
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
導
入
を
行
い
ま
す
。

高
等
教
育
機
関
の

設
置
に
取
り
組
み
ま
す

　
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
と
い

う
よ
う
に
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
は
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育

水
準
の
高
度
化
に
伴
い
、
地
域
に
ふ
さ

わ
し
い
独
自
性
の
あ
る
高
等
教
育
機
関

の
設
立
を
願
い
、
昨
年
度
協
議
会
を
設

立
し
ま
し
た
。
7
年
度
は
協
議
会
を
中

心
に
、
広
域
的
立
場
で
積
極
的
な
誘
致

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
一
一
テ
ィ
・

交
流
事
業
を
育
成
し
ま
す

　
昭
和
5
0
年
2
月
に
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ

市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
行
い
、
今
年
2
0

年
を
迎
え
ま
し
た
。
相
互
に
親
善
使
節

団
を
派
遣
し
あ
っ
た
時
代
、
青
少
年
の

交
流
が
大
き
く
広
が
っ
た
時
代
、
時
に

は
距
離
や
言
葉
が
障
害
と
な
り
様
々
な

問
題
が
出
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
こ
の
交
流
も
姉
妹
都
市
交
流
協
会

と
い
う
民
間
組
織
が
大
き
く
育
ち
、
脈
々

と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
2
0
周
年
の
今

年
、
相
互
に
使
節
団
を
派
遣
し
た
り
、

記
念
誌
を
発
行
し
た
り
す
る
な
ど
、
節

目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
「
大
好
き
十
日
町
会
」
も
現
在

で
は
全
国
に
ー
、
0
0
0
人
を
超
す
会

員
が
い
ま
す
。
新
た
に
設
置
す
る
「
東

京
十
日
町
事
務
所
」
と
合
わ
せ
、
人
材

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
情
報
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
重
点
を
置
い
た
事
業
を
推

進
し
ま
す
．

広
域
行
政
と
市
の
将
来
的
な

プ

広
域
行
政
に
積
極
的
に

　
　
　
　
取
り
組
み
ま
す

道
路
網
の
整
備
や
車
の
普
及
な
ど
で
、

ラ
ン
づ
く
り
、
㎜

日
常
生
活
の
圏
域
は
年
々
広
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
1
市
町
村
で
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
よ
り
も
、
お
互
い
に
協
力

し
て
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
お
う

と
い
う
、
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
昨
年
4
月
に
松
代

町
、
松
之
山
町
を
含
め
た
新
十
日
町
地

域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
が
発
足
し
、

広
域
圏
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

広
域
行
政
で
は
8
年
4
月
を
目
標
に
、

圏
域
内
の
一
部
事
務
組
合
の
統
合
を
含

め
、
広
域
化
推
進
の
対
応
策
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
研
究
を
行
う
予
定
で
す
。

行
政
改
革
と
2
1
世
紀
の

プ
ラ
ン
づ
く
り
を
行
い
ま
す

　
真
の
地
方
の
時
代
を
築
く
た
め
に
は
、

地
方
分
権
を
早
急
に
行
い
、
住
民
の
身

近
な
所
で
行
政
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
受
け
皿

づ
く
り
が
急
務
で
す
。
7
年
度
は
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
「
行
政
改
革
推
進
本

部
」
を
設
置
し
、
組
織
・
機
構
を
含
め

た
全
て
の
見
直
し
、
改
革
に
取
り
組
み

ま
す
．

　
ま
た
、
m
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業

と
し
て
新
た
に
3
0
0
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高
速
交
通
体
系
の

変
化
や
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
オ
ー
プ

ン
な
ど
を
踏
ま
え
、
2
1
世
紀
の
市
の
あ

る
べ
き
姿
「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
」
を
作

成
す
る
た
め
、
市
民
各
層
で
組
織
す
る

市
民
委
員
会
を
設
置
し
検
討
す
る
た
め

の
も
の
で
す
．
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「
市
民
と
語
る
日
」

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
参
加
い
た
だ

き
、
広
く
ご
意
見
や
ご
提
言
を
伺
っ
て

き
ま
し
た
「
市
民
と
語
る
日
」
は
、
1
2

月
末
で
全
1
5
会
場
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
後
半
の
7
会
場
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
国
道
1
1
7
号
の
川
治
地
内
の
拡

　
幅
と
歩
道
の
新
設
を
早
期
に
実
現
す

　
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

二
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
概
要
と
他
の

　
地
域
の
実
例
を
伺
い
ま
す
。

［
市
の
考
え
方
］

一
、
こ
の
地
域
の
国
道
は
、
現
在
幅
員

　
1
1
m
で
す
が
、
今
後
は
本
町
通
り
と

　
同
じ
1
8
m
に
拡
幅
し
、
そ
の
中
に
歩

　
道
も
整
備
す
る
よ
う
都
市
計
画
道
路

　
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、

　
一
次
改
良
が
終
了
し
て
お
り
、
ま
た
、

　
国
道
1
1
7
号
は
高
山
太
子
堂
線
へ

　
直
結
す
る
計
画
も
あ
り
、
事
業
化
の

　
時
期
は
未
定
で
す
。

　
　
国
道
1
1
7
号
の
改
良
は
、
土
市

　
か
ら
大
黒
沢
ま
で
が
平
成
8
年
度
に

　
終
了
す
る
予
定
で
す
の
で
、
事
業
の

　
継
続
を
国
や
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

二
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
昭
和
63
年

　
度
に
全
国
の
市
町
村
一
律
に
交
付
さ

　
れ
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
」
を
基

　
に
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

　
住
民
と
行
政
が
一
体
に
な
っ
て
取
り

　
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　
市
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
特
別
基
金

　
と
し
て
積
み
立
て
、
「
ま
ち
づ
く
り
特

　
別
補
助
事
業
」
と
「
大
好
き
十
日
町

　
会
」
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
内
で
は
、
下
条
地
区
の
下
条
中

　
央
公
園
を
中
心
と
し
た
事
業
や
温
泉

　
を
整
備
す
る
事
業
、
飛
渡
地
区
の
田

の

報
告

毎
の
月
、
吉
田
地
区
の
鉢
の
石
仏
関

係
、
水
沢
地
区
の
カ
タ
ガ
リ
城
跡
の

手
作
り
公
園
事
業
、
中
条
地
区
の
大

井
田
氏
関
連
事
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
頑
張
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
．

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
高
山
太
子
堂
線
及
び
本
町
西
線
の

　
延
長
事
業
の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

二
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
の
四
日
町
・

　
中
条
地
区
の
計
画
と
営
農
指
導
や
組

　
織
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

三
、
笹
山
遺
跡
や
大
井
田
城
跡
、
尾
台

　
椿
堂
な
ど
中
条
の
歴
史
や
遺
墨
等
が

　
展
示
で
き
る
資
料
館
の
建
設
を
要
望

　
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま

　
　
ま
た
、
縄
文
時
代
の
自
然
と
窯
場

　
や
生
活
様
態
等
を
再
現
し
た
学
習
広

　
場
を
整
備
し
、
縄
文
の
里
づ
く
り
を

　
進
め
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

［
市
の
考
え
方
］

一
、
高
山
太
子
堂
線
の
田
川
以
北
に
つ

　
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
県
営
ほ
場
整

　
備
事
業
の
中
で
整
備
が
進
め
ら
れ
ま

　
す
。
計
画
幅
員
2
5
m
で
す
が
、
当
面

　
は
1
2
・
5
m
で
平
成
1
2
年
度
の
供
用

　
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
本
町
西
線
の
延
長
は
、
そ
の
後
の

　
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

二
、
当
ほ
場
整
備
計
画
は
、
4
工
区
の

　
面
積
約
1
4
7
㎞
を
、
今
年
度
か
ら

　
5
年
間
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
　
今
後
は
、
担
い
手
の
育
成
と
営
農

　
に
関
す
る
研
修
会
や
講
習
会
を
開
催

　
す
る
と
と
も
に
、
既
成
の
組
織
と
の

　
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
コ
ス
ト
ダ

　
ウ
ン
を
目
的
と
し
た
生
産
組
合
の
組

　
織
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

三
、
地
域
の
発
展
の
た
め
に
、
将
来
的

　
に
も
地
元
か
ら
ぜ
ひ
と
も
取
り
組
ん

　
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
市
で
は
、
補
助
制
度
等
に
つ
い
て

　
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

　
地
元
の
皆
さ
ん
で
具
体
的
な
整
備
計

　
画
を
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
市
の
流
雪
溝
整
備
計
画
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
．

二
、
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
保

　
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
伺

　
い
ま
す
。

三
、
晒
川
ダ
ム
建
設
事
業
の
進
捗
状
況

　
を
伺
い
ま
す
．

［
市
の
考
え
方
］

一
、
流
雪
溝
整
備
計
画
は
、
川
治
川
か

　
ら
田
川
ま
で
と
山
す
そ
か
ら
信
濃
川

　
ま
で
の
約
2
0
0
㎞
を
7
ブ
ロ
ッ
ク

　
に
分
け
て
整
備
す
る
計
画
で
あ
り
、

　
7
年
度
か
ら
4
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
供

　
用
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

二
、
両
施
設
は
、
本
町
6
丁
目
の
四
ツ

　
宮
公
園
に
隣
接
し
て
建
設
を
予
定
し

　
て
い
ま
す
。

　
　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

　
中
小
企
業
に
働
く
労
働
者
の
職
業
相

　
談
や
文
化
・
教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
等
を

　
通
し
て
勤
労
意
欲
を
高
め
て
い
た
だ

　
く
た
め
の
施
設
で
、
雇
用
促
進
事
業

　
団
が
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　
　
7
年
4
月
に
着
工
し
、
年
内
に
完

　
成
の
予
定
で
す
。

　
　
今
後
は
、
利
用
者
協
議
会
を
設
立

　
し
、
利
用
方
法
を
検
討
し
て
い
た
だ

　
く
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

　
も
大
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え

　
て
い
ま
す
。

　
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
国

　
や
県
の
補
助
を
受
け
、
1
1
年
度
こ
ろ

　
の
建
設
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
内
容
は
、
現
在
の
四
ツ
宮
荘
と
シ

　
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
移

　
す
ほ
か
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
や
介
護
支
援
セ
ン
タ
i
、
さ
ら
に
は
、

　
福
祉
と
保
健
・
医
療
が
連
携
し
た
機

　
能
整
備
を
図
る
計
画
で
す
Q

　
　
ま
た
、
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
も

　
機
能
訓
練
施
設
と
し
て
整
備
す
る
予

　
定
で
す
．
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三
、
測
量
が
終
了
し
た
の
で
、
今
年
度

　
か
ら
用
地
買
収
に
入
る
予
定
で
す
。

　
　
ま
た
、
総
合
公
園
か
ら
の
取
り
付

　
け
道
路
を
今
年
度
か
ら
3
か
年
で
整

　
備
し
、
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
本
体
は
、

　
国
の
予
算
の
関
係
も
あ
り
ま
す
が
、

　
1
5
年
度
ま
で
に
完
成
し
た
い
と
考
え

　
て
い
ま
す
。

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
下
条
地
区
ほ
場
整
備
事
業
の
概
要

　
と
下
水
道
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
伺
い
ま
す
．

二
、
下
条
中
央
公
園
は
、
利
用
者
の
減

　
少
に
よ
り
運
営
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況

　
で
す
。
地
域
と
し
て
は
、
今
後
の
運

　
営
方
針
の
見
直
し
を
考
え
て
い
ま
す

　
が
、
市
の
考
え
も
伺
い
ま
す
。

三
、
青
少
年
の
非
行
防
止
に
つ
い
て
、

　
市
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

［
市
の
考
え
方
］

一
、
当
ほ
場
整
備
事
業
は
、
上
新
田
か

　
ら
下
山
地
区
ま
で
の
約
1
8
5
血
を

　
県
営
事
業
と
し
て
取
り
組
む
計
画
で

　
あ
り
、
n
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て

　
い
ま
す
。

　
　
下
条
地
区
の
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

　
農
村
集
落
排
水
事
業
で
取
り
組
む
計

　
画
で
す
が
、
現
在
吉
田
南
部
地
区
を

　
1
0
年
度
の
完
了
予
定
で
進
め
て
お
り
、

　
他
の
地
区
の
状
況
や
ほ
場
整
備
後
の

　
財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施

　
時
期
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

　
す
．

二
、
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
、

　
地
元
振
興
会
や
管
理
運
営
組
合
と
十

　
分
協
議
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

　
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
地
元
で
方

　
針
を
決
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
市
も
、
財
政
面
や
新
た
な
事
業
の

　
選
択
等
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
実
績

　
を
無
に
し
な
い
よ
う
検
討
し
て
い
き

　
ま
す
。

三
、
非
行
防
止
に
つ
い
て
は
、
各
地
区

　
の
青
少
年
健
全
育
成
会
か
ら
活
動
し

　
て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
市
で
も

　
3
0
人
の
青
少
年
補
導
委
員
を
委
嘱

　
し
、
3
人
一
組
交
替
で
毎
日
市
内
を

　
巡
回
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
家
庭
や
学
校
は
も
ち
ろ
ん
地
域
も

　
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で

　
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
信
濃
川
の
水
問
題
に
関
し
て
、
最

　
近
報
道
さ
れ
た
「
水
辺
空
間
創
出
の

　
せ
き

　
堰
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

二
、
農
業
に
関
し
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ

　
ン
ド
合
意
に
よ
る
市
場
開
放
に
と
も

　
な
う
国
内
対
策
に
つ
い
て
、
市
の
考

　
え
方
を
伺
い
ま
す
。

三
、
高
齢
化
に
と
も
な
う
山
間
集
落
の

　
機
能
維
持
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
か
ら
の
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
市
の
考
え
方
］

一
、
「
水
辺
空
間
創
出
の
堰
」
は
、
河
床

　
の
低
下
防
止
と
地
下
水
の
か
ん
養
を

　
図
り
、
水
量
を
確
保
す
る
目
的
で
、

　
十
日
町
橋
と
妻
有
大
橋
の
間
に
堰
を

　
建
設
し
て
も
ら
い
、
併
せ
て
市
民
の

　
憩
い
の
場
と
な
る
水
辺
公
園
を
整
備

　
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
　
な
お
、
信
濃
川
の
水
量
の
減
少
間

　
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
へ
増
大

　
を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

二
、
国
の
大
綱
に
添
っ
て
対
応
し
て
行

　
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
市
場
で
の
価
格
競
争
に
打
ち

　
勝
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
低
コ
ス
ト

　
化
を
図
り
、
生
産
性
を
上
げ
て
い
く

　
こ
と
が
重
要
で
す
。
当
市
に
お
い
て

　
は
、
基
盤
整
備
の
充
実
が
基
本
と
な

　
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
ほ
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
場
地

　
域
が
も
う
し
ば
ら
く
で
完
了
す
る
見

　
込
み
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
今
後
は

　
山
間
地
対
策
が
重
要
な
課
題
で
あ
る

　
と
思
い
ま
す
．

三
、
他
の
地
域
で
も
深
刻
な
問
題
で
あ

　
り
、
生
活
基
盤
の
充
実
等
に
つ
い
て

　
は
、
市
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

　
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
な
お
枯
木
又
地
区
等
は
、
都
会
と

　
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
独
自
の
活

　
動
に
よ
り
村
お
こ
し
に
成
功
し
て
い

ま
す
。
地
元
か
ら
も
山
間
地
の
良
さ

を
P
R
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
中
学
校
の
給
食
の
完
全
実
施
を
早

　
急
に
望
み
ま
す
。

二
、
大
学
誘
致
に
関
す
る
組
織
が
で
き

　
た
よ
う
で
す
が
、
実
現
の
見
通
し
に

　
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

三
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
進
捗

　
状
況
を
伺
い
ま
す
。

四
、
十
日
町
下
島
地
域
の
ほ
場
整
備
に

　
つ
い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

　
ま
す
。

［
市
の
考
え
方
］

一
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
色
々
な

　
論
議
が
あ
り
ま
す
が
、
未
実
施
の
4

　
中
学
校
の
実
施
に
つ
い
て
長
期
発
展

　
計
画
の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
吉
田
中
学
校
は
、
7
年
度
か
ら
中

　
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
送

　
方
式
で
、
十
日
町
中
学
校
は
、
9
～
1
0

　
年
度
の
下
水
道
整
備
と
柔
剣
道
場
の

　
建
設
に
併
せ
て
、
自
校
方
式
で
実
施

　
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　
中
条
中
と
下
条
中
に
つ
い
て
は
、
遅

　
く
て
も
1
2
年
度
ま
で
に
中
央
給
食
か

　
ら
の
配
送
方
式
で
実
施
し
た
い
と
思

　
っ
て
い
ま
す
．

二
、
先
日
、
広
域
6
市
町
村
の
各
種
団

　
体
の
代
表
者
か
ら
委
員
に
な
っ
て
い

　
た
だ
き
、
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
　
運
輸
省
が
進
め
て
い
る
観
光
大
学

　
の
誘
致
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
全

　
国
で
1
校
で
あ
り
難
し
く
、
実
業
高

　
校
の
総
合
学
科
と
の
関
連
も
あ
る
た

　
め
、
特
色
の
あ
る
他
の
専
門
学
校
や

　
短
期
大
学
等
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検

　
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
春
か
ら
宅
地

　
造
成
を
進
め
、
3
8
戸
の
う
ち
2
～
3

　
軒
を
除
き
、
年
内
に
ほ
ぼ
移
転
が
完

　
了
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
農
業

　
の
継
続
を
希
望
し
て
い
る
農
家
の
た

　
め
の
農
地
も
、
7
年
の
春
か
ら
作
付
・

　
け
が
で
き
る
よ
う
整
備
が
進
め
ら
れ

　
て
い
ま
す
．

　
　
リ
ゾ
ー
ト
本
体
の
工
事
は
、
1
8
ホ

　
ー
ル
の
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
を
進
め
て

　
お
り
、
春
か
ら
は
本
格
的
な
コ
ー
ス

平成7年3月25日9と6ガ詐二



擁l　lき
　
　

阿
き
p
‘

麺
、

整
備
に
入
る
予
定
で
す
。
な
お
、
ゴ

　
ル
フ
場
の
管
理
ヤ
ー
ド
は
間
も
な
く

完
成
し
、
こ
れ
か
ら
は
ホ
テ
ル
の
建

設
に
取
り
組
み
ま
す
。
コ
モ
湖
は
完

了
検
査
が
終
了
し
、
水
を
溜
め
始
め

ま
し
た
。

　
　
今
後
は
、
コ
モ
湖
周
辺
の
セ
ン
ト

　
ラ
ル
ゾ
ー
ン
の
温
泉
施
設
や
テ
ニ
ス

　
コ
ー
ト
、
野
外
劇
場
、
ト
リ
ム
コ
ー

　
ス
等
の
整
備
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。

　
　
市
で
は
、
道
路
拡
幅
等
を
進
め
て

　
い
る
ほ
か
、
上
水
道
は
6
年
1
2
月
に

　
供
用
開
始
と
な
り
、
下
水
道
は
し
ば

　
ら
く
は
合
併
処
理
浄
化
槽
で
の
対
応

　
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
8
年
秋
の
一

　
部
オ
ー
プ
ン
に
間
に
合
わ
せ
た
い
と

　
考
え
て
い
ま
す
。

四
、
下
島
地
域
は
、
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン

　
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
企
業
が
進
出
し
、

　
周
辺
の
無
秩
序
な
乱
開
発
が
心
配
さ

　
れ
て
い
ま
す
。

　
　
市
で
は
、
駅
西
区
画
整
理
事
業
や

　
現
在
進
め
て
い
る
市
内
全
域
の
土
地

　
の
用
途
指
定
地
域
の
見
直
し
に
お
い

　
て
規
制
を
入
れ
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

　
具
体
的
な
土
地
利
用
計
画
が
な
い
た

　
め
、
用
途
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

　
た
。
ま
た
、
ほ
場
整
備
に
つ
い
て
も
、

　
地
元
の
皆
さ
ん
と
何
回
も
話
し
合
い

　
を
持
ち
、
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま

　
し
た
が
、
具
体
的
な
結
論
が
出
て
い

　
ま
せ
ん
．

　
　
市
で
は
、
高
山
太
子
堂
線
の
東
側

を
区
画
整
理
事
業
で
、
西
側
を
農
業

関
連
事
業
で
整
備
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
西
側
の
地
権
者

も
農
業
継
続
の
意
向
が
薄
い
と
い
う

現
状
か
ら
、
具
体
的
な
整
備
計
画
が

立
て
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
で

は
乱
開
発
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
将

来
的
に
は
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
川
治
地
区
内
の
流
雪
溝
と
消
雪
パ

　
イ
プ
の
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

二
、
若
年
層
の
減
少
と
人
口
の
高
齢
化

　
が
進
み
、
市
の
将
来
が
優
慮
さ
れ
る

状
況
で
す
．

　
　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
計
画
等
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
．

［
市
の
考
え
方
］

一
、
川
治
地
区
の
流
雪
溝
は
、
昭
和
59

年
度
に
策
定
し
た
川
治
地
区
流
雪
溝

整
備
基
本
計
画
に
添
っ
て
、
現
在
は

国
道
1
1
7
号
沿
線
を
中
心
に
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
道
内
後
城
之
古
線
や
北
新
田
地

内
も
整
備
計
画
の
中
に
入
っ
て
い
ま

す
が
、
水
源
や
経
費
の
問
題
か
ら
、

毎
年
1
～
2
か
所
程
度
し
か
整
備
で

き
な
い
状
況
で
す
。

　
　
消
雪
パ
イ
プ
は
、
一
級
市
道
や
住

宅
連
た
ん
地
域
を
中
心
に
、
年
間
1

　
～
2
か
所
を
整
備
し
て
い
ま
す
が
、

　
1
本
の
井
戸
の
掘
削
に
約
2
千
万
円

　
も
か
か
り
、
道
路
延
長
で
3
5
0
～
4

　
0
0
m
し
か
敷
設
で
き
ま
せ
ん
。
ま

　
た
、
寿
命
も
長
く
て
2
0
年
く
ら
い
で
、

　
整
備
後
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

　
も
相
当
に
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
、
6
年
度
か
ら
は
、
地
元
が

　
整
備
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
冬
期

　
道
路
交
通
確
保
共
同
事
業
で
市
が
半

　
額
を
補
助
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の

　
で
、
地
元
で
検
討
し
て
ほ
し
い
と
考

　
え
て
い
ま
す
．

二
、
人
口
の
高
齢
化
は
全
国
的
な
傾
向

　
と
な
っ
て
お
り
、
山
間
地
域
ほ
ど
高

　
齢
者
の
割
合
が
高
く
、
十
日
町
市
は

　
1
9
・
1
％
で
、
津
南
町
や
中
里
村
は

　
2
0
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
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市
で
は
、
若
者
の
定
着
を
目
指
し

て
お
り
、
東
京
事
務
所
を
設
置
し
て

企
業
誘
致
を
図
っ
た
り
、
リ
ゾ
ー
ト

開
発
を
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
等
教
育
機
関
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
広
域
6
市
町
村
で
協
議
会
を

設
立
し
、
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

　
地
場
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
も
、

織
物
振
興
の
協
議
会
で
検
討
し
て
お

り
、
商
品
の
質
は
高
い
と
い
う
評
価

を
受
け
て
い
る
の
で
、
京
都
な
ど
の

戦
略
を
研
究
し
て
い
け
ば
、
対
抗
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
各
地

域
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、

リ
ゾ
ー
ト
や
北
越
北
線
、
地
域
高
規

格
幹
線
道
路
の
整
備
等
が
十
日
町
市

の
将
来
を
変
え
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
．
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丼
、
雛
雛
難
難
嚢
・
繕
難
議
蹴
懇
．
懸
羅
獲
鐵
繰
懸
難

★
観
泉
院
　
山
門
　
繭
棟
　
－
建
造
物
1

★
新
水
の
ド
ウ
ラ
ク
ジ
ン
（
道
楽
神
）
と
ハ
ネ
ッ
ケ
エ
ー
シ
（
羽
根
返
し
）
劇
件
ー
無
形
民
俗
i

　
　
　
文
化
財
保
護
審
議
会
（
竹
内
道
雄
会
長
）
が
三
月
十
一
日
出
に
開
か
れ
、
観
泉
院
山
門
並
び
に
新
水
の
ド
ウ
ラ

　
　
ク
ジ
ン
（
道
楽
神
）
と
ハ
ネ
ッ
ケ
ェ
ー
シ
（
羽
根
返
し
）
を
市
指
定
文
化
財
に
、
と
の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
を
受
け
、

　
土
市
の
観
泉
院
は
、
弘
治
二
年
（
一

　
　
　
だ
っ
し
ゅ
う
ど
ん
よ

五
五
六
）
奪
州
呑
撃
和
尚
に
よ
っ
て
開

　
　
　
　
そ
う
と
う
し
ゅ
う

創
さ
れ
た
曹
洞
宗
の
大
刹
で
、
享
保
十

三
年
（
一
七
二
八
）
火
災
に
あ
い
ま
し

た
が
、
同
十
九
年
（
一
七
三
四
）
ま
ず

本
堂
が
再
建
さ
れ
、
明
和
四
年
（
一
七

六
七
）
に
当
山
門
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

寺
の
記
録
に
よ
り
、
出
雲
崎
の
大
工
集

三
月
二
十
四
日
㈹
付
で
こ
の
二
件
を
、

団
が
建
築
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ
け
ん

　
山
門
の
形
式
は
、
切
妻
造
の
「
一
間

い
っ
こ
　
し
き
ゃ
く
も
ん
　
　
　
　
け
や
き
し
ら
き

一
戸
四
脚
門
」
。
総
樫
・
素
木
造
で
、
禅

宗
様
式
を
基
調
と
し
、
良
質
な
棒
材
の

木
目
を
活
か
し
た
精
緻
な
彫
刻
が
随
所

に
用
い
ら
れ
た
装
飾
豊
か
な
建
築
で
、

江
戸
時
代
の
華
や
か
な
気
風
に
あ
ふ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
こ
う

て
い
ま
す
。
最
大
の
特
徴
は
架
構
で
、

高
さ
の
異
な
る
親
柱
と
控
柱
を
前
半
部

　
え
　
び
こ
う
り
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
ひ
き
こ
う
り
ょ
う

は
海
老
虹
梁
、
後
半
部
は
水
引
虹
梁
と

お
り
が
た

笈
形
で
処
理
し
て
お
り
、
二
つ
の
手
法

を
一
つ
の
門
で
併
用
し
た
極
め
て
珍
し

い
例
で
す
．

　
こ
の
門
は
当
地
の
近
世
寺
院
建
築
を

語
る
に
欠
か
せ
な
い
建
造
物
で
す
。

市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

・
ド
ウ
ラ
ク
ジ
ン
（
道
楽
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
め

　
こ
の
行
事
は
正
月
の
松
飾
り
や
注
連

を
各
戸
か
ら
集
め
、
村
境
や
広
場
な
ど

に
積
み
上
げ
て
焼
く
火
祭
で
、
全
国
的

に
み
ら
れ
ま
す
。
東
日
本
で
は
審
の
神
・

道
楽
神
の
祭
り
と
結
び
つ
い
た
例
が
多

く
、
当
地
方
で
も
冬
の
風
物
詩
と
し
て

古
く
か
ら
受
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
新

水
の
ド
ウ
ラ
ク
ジ
ン
は
、
中
で
も
大
き

な
御
神
体
を
作
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
古
い
信
仰
や
伝
承
を
と
も

な
っ
て
い
て
貴
重
で
す
。

・
ハ
ネ
ッ
ケ
ェ
ー
シ
（
羽
根
返
し
）

　
こ
の
行
事
は
雪
掘
用
コ
シ
キ
を
羽
子

板
に
し
て
、
山
鳥
の
羽
で
作
っ
た
羽
根

を
大
勢
で
打
ち
合
う
雪
上
の
羽
根
つ
き

で
す
。
『
北
越
雪
譜
』
に
も
、
同
様
の
遊

獺

｝優

麟
灘態び

が

鰯
／

ノ￥ネッケ

　
　
　
　
ヨ
　
つ
き

　
　
「
羽
子
擢
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
て
、
豪
雪
地
魚
沼
で
昔
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
冬
の
娯
楽
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
興
味
深
い
催
し
で
す
。

　
伝
統
的
行
事
が
次
第
に
消
え
て
行
く

昨
今
、
新
水
で
は
地
域
全
体
で
こ
う
し

た
催
事
の
保
存
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

博
物
館
『
友
の
会
』
へ
の

　
　
　
　
　
　
お
さ
そ
い

　
博
物
館
友
の
会
は
、
博
物
館
活
動

に
協
力
し
た
ゆ
、
施
設
や
設
備
を
利

罵
じ
で
学
ん
だ
り
楽
し
ん
だ
り
す
る

会
で
す
。
伸
闘
を
誘
っ
て
入
会
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

巴
友
の
会
の
活
動

・
講
演
套
、
学
習
会
、
映
写
会
、
文

　
化
財
め
ぐ
ゆ
な
ど

・
グ
ル
ー
プ
研
究
や
報
告
書
・
刊
行

鞠
の
発
行
な
ど

・
研
艶
ダ
ル
ー
プ

・
酋
業
書
・
歴
吏
・
蝿
俗
・
方
書
・
近

　
代
鰻
・
植
物
・
考
畜
・
恥
し
離
み

　
の
＄
醗
鑑
グ
ル
ー
プ
瀞
あ
η
ま
す
。

・
灘
総
馨
総
の
グ
ル
ー
プ
懸
瀦
ー
紫

　
懇
決
め
、
楽
し
く
調
蚕
や
購
究
に

　
取
紛
維
ん
懸
騨
ま
醗
。

口
衷
の
会
の
特
典

・
友
の
会
だ
よ
璽
の
配
布
、
事
業
の

　
案
内
老
参
纐
、
博
物
館
事
薬
や
資

　
料
の
利
翔
、
資
料
の
あ
っ
懸
ん
頒

　
撫
な
ε

口
会
員
高
校
生
以
上
の
太

鷺
集
会
費

　
　
一
般
会
員
”
1
、
◎
0
0
円

　
　
賛
助
会
員
一
5
、
◎
◎
O
周

・
申
込
み

　
謙
国
購
粛
博
物
館
（
西
本
購
1
）

　
　
　
　
　
　
　
鍛
騨
ー
5
5
3
1

　
　
　
　
　
E
鑑
X
騨
ー
6
9
9
＄

77とお』暫詐≦r　平成7年3月25日



順　　I

燃みんなで投票．きれ恥な選挙

まσ謬
蟹

－
－
一
一
一

一
－
一
一
一

十
日
町
市
で

　
　
　
　
　
　
投
票
す
る
人

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
ー
4
月
9
日
現
在
、
満

20
歳
以
上
で
、
昨
年
1
2
月
3
0
日
以
前
か

ら
十
日
町
市
に
引
き
続
き
居
住
し
て
い

る
人
i
で
す
．

②
昨
年
1
2
月
3
1
日
以
降
に
十
日
町
市
か

ら
県
内
の
他
市
町
村
に
転
出
し
た
人
は
、

転
出
先
の
市
町
村
長
の
証
明
を
も
ら
っ

て
、
十
日
町
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

以
前
住
ん
で
い
た
所
で

　
　
　
　
　
　
投
票
す
る
人

　
昨
年
1
2
月
31
日
に
、
県
内
の
他
市
町

村
か
ら
十
日
町
市
に
転
入
届
を
出
し
た

人
は
、
十
日
町
市
長
の
証
明
書
を
提
示

し
て
、
前
に
住
ん
で
い
た
市
町
村
で
投

票
で
き
ま
す
。
市
民
課
の
窓
口
に
証
明

書
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
は

午
前
7
時
～
午
後
6
時

　
投
票
で
き
る
の
は
、
投
票
日
の
午
前
7

時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
で
す
。
一
部
の

投
票
所
で
は
投
票
時
間
を
繰
り
上
げ
る

（
午
後
4
時
、
午
後
5
時
）
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
入
場
券
を
お
確
め
く
だ
さ
い
。

欝難轍襯鱗灘蓬
　　　　　　政治・選挙の濾雛難養

　　　寄付は禁止鰹
麟敏治家の寄付は禁止

　　政治家（候補者、候補者になろうと蝶叢

　人および公職にある人）が、選挙区内雄講

　る人に対して寄付をすることは、禁止さ繕

　ています。

國寄付を求めることは禁止

　　政治家に寄付を要求するのも禁止で蝶．

團時候のあいさつ状の禁止

　　政治家は、選挙区内にある人に対じ懸．

i警礼のための自筆によるものを除き．蕪叢

、、、1鱗どのあいさつ状は禁止さ縫欝竸講

騨繊鞭後搬の有糖懸蕪辮難
鰯縷縷i饗講羅輸馨繰嚢．魏礒難禁苺．

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　
投
票
所
入
場
券
は
、
4
月
初
め
の
こ

ろ
、
市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
を
通
し
て

お
届
け
し
ま
す
。
投
票
に
行
ぐ
時
は
、

忘
れ
な
い
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
紛
失
し
た
り
忘
れ
た
り
し
た
場
合
で

も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

諏
葬
鯵
⊃
薯

　
　
　
　
　
　
　
し
ね
。

覧罷
都
合
で
投
票
所
に

　
　
　
　
　
行
け
な
い
人
は

　
投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
や
む

を
得
な
い
特
別
の
事
情
で
、
投
票
で
き

な
い
人
の
た
め
に
「
不
在
者
投
票
制
度
」

が
あ
り
ま
す
．

　
告
示
の
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
（
県

議
選
の
場
合
は
3
月
31
日
か
ら
4
月
8

日
）
ま
で
の
毎
日
、
午
前
8
時
3
0
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で
、
選
挙
事
務
室
で
行

っ
て
い
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券
と
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
手
元
に
届
い
て
い
な
く
て

も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

体
の
不
自
由
な
人
の

　
　
　
　
　
　
投
票
制
度

▼
点
字
投
票
…
目
の
不
自
由
な
人
は
、

　
点
字
に
よ
っ
て
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
代
理
投
票
…
身
体
の
障
害
な
ど
の
た

　
め
、
自
分
で
候
補
者
の
名
前
を
書
く

　
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
代
理
人
に

　
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
郵
便
に
よ
る
投
票
…
身
体
に
一
定
の

　
障
害
の
あ
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

　
会
の
発
行
す
る
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

　
を
示
す
こ
と
仁
よ
り
、
郵
便
で
不
在

　
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会
選
挙
事
務
室

　
（
謄
騨
ー
3
1
1
1
内
線
灘
・

鵬
）
へ
．

選
挙
事
務
室
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　
1
階
に
あ
O
ま
す
。
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4
月
1
日
か
ら
「
資
源
こ
み
収
集
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
今
年
4
月
1
日
か
ら
「
資
源
ご
み
収

集
」
が
本
格
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
ご
み
収
集
は
①
燃
え
る
ご
み
②
資
源

ご
み
（
紙
類
）
③
埋
立
て
ご
み
④
資
源

ご
み
（
鉄
・
ア
ル
ミ
類
）
の
4
分
別
で

行
わ
れ
ま
す
。
全
世
帯
に
配
布
し
た
「
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
i
」
を
よ
く
見
て
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
か
ら
の
お
願
い

①
ア
パ
ー
ト
等
の
入
居
者
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
管
理
人
さ
ん
か
ら
「
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
配
布
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
（
「
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
保
健
衛
生
課
に
あ

り
ま
す
）

②
収
集
予
定
日
が
祝
祭
日
等
で
休
み
に

な
り
、
収
集
回
数
が
少
な
く
な
る
地
区

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

③
ご
み
収
集
体
制
の
変
更
に
伴
い
「
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
板
」
を
新
調
し
ま

し
た
。
無
料
で
提
供
し
ま
す
。
各
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
取
り
付
け
は
各
町
内
で

お
願
い
し
ま
す
．

■
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
（
費
52
－
3
9
2
4
）
ま
た
は
保
健

　
衛
生
課
環
境
衛
生
係
（
5
7
1
3
1
1

　
1
内
線
踊
）
へ
。

「
生
ご
み
処
理
器
取
扱
い
店
」

　
　
　
　
　
を
登
録
し
ま
す

　
市
で
は
、
昭
和
5
9
年
度
か
ら
「
家
庭

用
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
」
を

購
入
す
る
場
合
、
半
額
を
補
助
（
限
度
額

3
千
円
）
し
、
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
各
種
微
生
物
を
使
用
し
て
、

生
ご
み
を
畑
等
の
肥
料
に
利
用
す
る
方

式
や
減
量
（
消
滅
型
）
す
る
方
式
の
処

理
器
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
新
年
度
か
ら
、
コ
ン
ポ
ス
ト

以
外
の
生
ご
み
処
理
器
を
市
民
が
購
入

す
る
場
合
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
に
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
生
ご
み
処
理
器
を
補
助
対
象
と
し
て

販
売
を
希
望
す
る
お
店
は
市
に
登
録
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
生
ご
み
処
理
器
取
扱
い
店
」
の
登

録
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
登
録
期
限

　
平
成
7
年
4
月
1
0
日
（
随
時
登
録
を

　
受
付
ま
す
が
、
市
民
に
対
す
る
取
扱

　
い
店
P
R
の
た
め
期
限
を
設
定
）

一
取
扱
い
店
に
な
る
た
め
の
条
件

　
①
購
入
時
に
は
、
生
ご
み
処
理
器
と

　
使
用
微
生
物
の
使
い
方
を
購
入
者
に

　
徹
底
さ
せ
る
こ
と
。

　
②
販
売
後
の
使
用
微
生
物
等
の
供
給

　
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

■
問
い
合
わ
せ
及
び
登
録
先

　
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係
へ
。
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・
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畠
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「
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・
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一
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・
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一
一
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一
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，
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一
・
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一
一
7
◆
■
…
7
◆
・
・
≡
7
◆
，
…
7
◆
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一
7
◆
ゑ
マ
◆
一
一
一
マ
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…
・
◆
る
＝
7
◆
一
…
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一
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市営駐車場料金改正

～30分以内の駐車は

　　無料になりました～

　市営駅通り駐車場の料金

が、4月1日より改正され
ます。一般駐車の30分以内

を無料とし、さらに2階以

上の月ぎめ料金を安くしま

した。

■7年度定期駐車　3月27

　日（幻午前8時30分から、

　総務課で受け付けます。

　印鑑を持参してください。

■駐車料金

灘縢 ．灘萎妻『　　繊P 撚懸

普
　
通
　
駐
　
車

午前7時
から午後
9時まで

30分まで 無　料

30分を超え

1時間まで
200円

1時間を超える
場合は、30分増
すことに（30分
未満の端数は、

30分に切り上げ
る）左の料金を

1時間の料金に
加算。

100円
（加算額）

夜間

駐車
午後8時から午前8時
まで（1夜） 800円

定
　
期
　
駐
　
車

4月から

11月まで
の8か月
間は、1

月につき

　1　階
（最大5台）

20，000円

2階・3階 10，000円

屋　上 5，000円

12月から3
月までの4
か月間は、

1月につき

　1　階
（最大5台）

25，000円

2階・3階 12，000円

■問い合わせ　総務課総務

管理係（智内線212）へ。

犬の散歩はマナーを守って
〈飼い主の皆さんへ〉

ロ散歩の際の糞は紙で包み燃えるごみと

　して、また、犬猫用トイレ砂は埋立ご

　みとして、ごみステーショシに出して

の
際
豪
熱
鷹
編
テ

　
　
　
・
し
さ
に
専
犬
奮
2
0
ス

　
　
　
　
　
だ
輪
猫
　
、
（
料
み

飼
散
し
み
く
首
犬
が
合
数
ご

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
■
　
　
　
　
，
　
※

札を付けてください。

の火葬場は市内にありません

が死亡した場合は衛生施設紐

一1751）で焼却できます。（手

※ごみステーションに出さないでくださ
　レ、Q

ロ犬が死亡またはいなくなったら保健衛

生課環境衛生係（鱈内線1⑤、十日町保

健所衛生環境課（a57－2400）のいず
れかに連絡してください。

〈糞でお困りの人へ〉

ロ注意看板が保健衛生課環境衛生係にあ

　ります。ご連絡ください。

口糞をそのままにしている飼い主を見か

けたら注意しましょう。

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録
の
日
程

　
犬
の
飼
養
者
個
人
に
申
請
個
票
（
申

込
書
）
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
し
訂
正
部
分
は
赤
字
で
記
入
の
う

え
、
必
ず
「
押
印
」
し
て
都
合
の
つ
く

会
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

※
新
規
登
録
は
各
会
場
で
申
請
個
票
に

　
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
登
録
対
象
と
な
る
犬

　
程

　
日

　
射

　
注

　
防

　
予

　
病

　
犬

　
狂

度
と

年
録

7
登

成
の

平
犬

　
生
後
3
か
月
（
91
日
）
以
上
の
犬

■
持
参
す
る
も
の
　
①
申
請
個
票
（
押

　
印
済
の
も
の
）
②
料
金
③
印
鑑
（
新

規
登
録
の
み
）

■
料
金
　
（
一
頭
に
つ
き
）

5
、
9
0
0
円

（
登
録
手
数
料
・
注
射
済
票
交
付
手
数

　
料
・
注
射
技
術
料
を
含
む
）

羅獺㈱ 懸『霧、覇蒙 欝　・闘

十日町保健所 9二30～11二30

4／3
（月）

吉　田　集会所
就業改善センター

高島集会所

13＝30～13二50

14二〇〇～14二20

14：30～14二40

真　田　小学校 14二50～15＝00

上新　田　分館 10二〇〇～10二20

下条地区公民館 10二30～11＝00

4／4 東下組小学校 11＝20～11＝30
u℃ 新水克雪センター 13二30～13＝50

中条地区公民館 14＝10～14二50

上原集会所 15＝00～15二20

市民体育館 10二30～11二30

4／5 羽　根　川　荘 13二30～13二50

㈱ ハ　箇　小　学　校 14二20～14二30

赤倉小学校 15：00～15二10

大井田コミュニティセンター 10＝30～11二30

4／7 野　中　小　学　校 13＝30～13二40

囲 水沢地区公民館 14二〇〇～15＝00

平　　　成　　　園 15二10～15二30

4／23
（日） 十日町保健所 9：30～11二30
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鯉成人講座噛

ひ

●あなたの“新しい生き方”

　　　　を見つけませんか

〈開講式〉

レ4月23日（日）午後7時～コー

ラス　レ4月25日（火）午後i時

30分～焼き物（昼）　レ同日午

後7時～英会話（夜）・焼き物

（夜）・日本画・男の料理　〉4

月26日㈱午後1時30分～英会

話（昼）　〉同目午後7時～絵

画・木彫り・くらしの健康・妻

有の歴史　〉4月27日休）午後

1時30分～くらし再発見

〈期　間〉　4月～12月（3月

までのコースも有）

〈経　費〉入講料1，000円（教

材費は各コースごとに別徴

収）、連絡用はがき8枚

〈申し込み〉4月22日ωまでに

十日町市公民館に申込書を提

出してください。（電話申込可）

講鍵瀦、 講　灘　　、騰　　灘 灘1講

コ　ー　ラ　ス
楽譜が読めなくてもいいんです。うまくなくても
いいんです。コーラスを楽しみましょう。

毎週日曜日
午後7二〇〇～9二〇〇

焼　　き　物
（昼コース）

初心者向けの入門教室です。手びねりのひもづく
りから学習します。

毎週火曜日

午後1：30～3二30

英　会　話
（夜コース〉

簡単なあいさつはもちろん、海外小旅行でも困ら
ない程度の英会話入門教室です。

毎週火曜日

午後7二〇〇～9二〇〇

焼　　き　物
（夜コース）

手づくり作品を楽しみ、暮らしを豊かに。炎の芸
術をあなたも試してみませんか。

日　本　　画
絵筆を持ったことのない人の日本画入門教室です。

はじめての人も心配ありません。

男の料理
これからの時代「自立できなきゃ男じゃない」「居
厨人」にもなりましょう。

第2・4火曜日
午後7二〇〇～9二〇〇

絵　　　　画
水彩・油・パステルなど思い思いの作品に挑戦し
てみませんか。スケッチにも出かけます。 毎週水曜日

午後7二〇〇～9：00
木　彫　　り

’ブローチ、状差し、盆など木彫りの製作技術を学
びます。刀のない人はあっせんします。

〈らしの健康
これだけは知っておきたい。病気の知識や予防法
を学び、適切なアドバイスもします。

第1・3水曜日
午後7二〇〇～9：00

妻有の歴史
十日町織物の歴史を「市史」「市史リポート集」な
どをテキストに学びます。

第2・4水曜日
午後7：00～9二〇〇

英　会　話
（昼コース）

初心者を対象に、あいさつはもちろん、海外小旅
行でのさまざまな場面での英会話を学びます。

毎週水曜日

午後1二30～3：30

くらし再発見
日常・社会生活のマナーを学び、「見る」「食べる」

などバラエティーに富んだ内容で学習します。
第2・4木曜日
午後1二30～3二30

鯉高齢者学級噛
．講盤叢 講i灘　購響 縫　闘

全
体
学
習

一般教養
老人福祉・老人と交通・栄養と

健康・郷土の歴史を学習します
第3火曜日
午前9二30～

軽スポーツ
軽スポーツで親睦を深め、

健康の増進を図ります。
第1火曜日
午前9二30～

コ
ー
ス
学
習

写　　真
撮影の基礎を学び、自然
を表現します。

第2・4火曜日
午後1二30～

詩　　吟
吟詠の基礎を学び、詩の
心を理解します。

第2・4金曜日
午後1：30～

工　　　芸
紙粘土で人形・花などの
製作をします。

第2・4金曜日
午後1二30～

手　　　芸
暮らしに役立つ、手作り
作品を楽しみます。

第1・3火曜日
午後1：30～

園　　芸
季節の植物を栽培し差し木、継

ぎ木など園芸の基礎を学びます。
第2・4金曜日
午前9二30～

グ
ル
ー
プ
学
習

俳　　　句
俳句を通して、自然と心
を表現します。

第2・4火曜日
午後1二30～

習　　字
書きつけなど、習字の基
礎を学びます。

第2・4火曜日
午前9二30～

生　　花
生花の基礎を学び、心の
豊かさを身につけます。

第1・3金曜日
午後1二30～

◆開級式　4月18日（幻午前9時30分～11時30分
　　　　学習計画、役員選出、記念講話
◆期　　間　平成7年4月～8年3月
◆経　　費　年間1，000円（入講料、自治会費）

　　　　その他にハガキ11枚
◆対象者　60歳以上の人

癒灘あ醗縫箏麟繕開講
　心身にハンディを持つ青年を対象に、そばづくり

やレクリエーションなど楽しい内容で学習します。

高校生をはじめ、一般のボランティアも同時に募り

ます。

　学習は月1回、主に日曜日の昼間です。

■と　き　4月16日（日）午後1：30～

　　　　　＜内容＞みんなで楽しくレクリエーショ

　　　　ンゲームなどを行います。

■ところ　十日町市公民館（学校町1）

■経　費　入講料：年額1，000円（連絡用切手代）

■申し込み　十日町市公民館へ。

懸懸灘麟凝製欝鑛i罠募集

　レクリエーションボランティアサークル「ほほえ

み」では、幼児とその親を対象に遊びを通して親子

の体力作り、感性、社会性を養う「なかよしランド」

の会員を募集しています。

■と　き　4月11日（火》～毎週火曜日

　　　　午前10時～11時
■ところ　市民体育館（学校町1）

■対　象　0歳～就園前の乳幼児と親（当日受付）

■会　費　100円（1人1か月）、おやつ、材料費代

■問い合わせ　十日町市公民館へ

※6年度の参加者で、学習記録を受け取っていない

　人は十日町市公民館に取りに来てください。
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平成7年度自動車文庫

「こだま号」をご利用ください
鐵耀鐵i 』灘園簸 繋霧離1　魏　　一1『撒、1 轍i霧鰭i糞．、

六　　箇
第1・3
月曜日

珠　　　川
10二30～10二50

珠田分校

野　　　中
12二50～1二20

野中小学校

六箇山谷
2二〇〇～2：30

山谷ふれあいセンター

田　　　麦
3二〇〇～3：30

六箇小学校

北新田1
3：40～4：10

南マートアサノヤ

下　　条
第2・4
月曜日

漉　　　野
10二10～10二30

東下組小学校

下条本町
12二50～1：20

下条小学校

下条中央通り

1：30～2：00

三　好　園

岩　　　野
3：00～3：30

田村巌宅前

上　新　田
3：40～4：10

長寿広場前

十日町
第1・3
火曜日

赤　　　倉
1二〇〇～1二30

赤倉小学校

本町6－3
2二〇〇～2：30

子供広場

寿　　町
2二40～3二10

寿北公園

　島
3二20～3：50

住吉公園

1“

川　　治
第2・4
火曜日

明　石　町
12二20～12二55

ジャルコ新潟工場前

池　之　平
1二15～1二45

八箇小学校

北新田3
2：00～2：30

大清建築前

川治中町
3二20～3二50

川治保育所

飛　　渡
第1・3
木曜日

焼　　　野
1：00～1二25

飛一小学校

山　新　田
1二35～2二〇〇

飛二小学校

東枯木又
2：20～2二50

管理センター

新　　　水
3：45～4二15

飛渡保育園

中　　条 第2・4
木曜日

四日町3
12：20～12二50

越後製菓十日町工場前

下　　　町
1：10～1二40

中条小学校

旭　ケ　丘
1二50～2：20

旭ケ丘団地

新　　　座
3二20～3二50

新座保育園

本　町　7
4二〇〇～4：30

高架下駐車場

懸◎

水　　沢
第1・3
金曜日

土市第4
10二20～10二40

水沢小学校

馬　　　場
1二〇〇～1：30

馬場小学校

安　養　寺
2二〇〇～2二30

安養寺集会所

小　黒　沢
2二40～3二10

小黒沢転作促進センター

大黒沢東
3：20～3二50

森の保育園

吉　　田
第2・4
金曜日

吉田山谷
10二30～11二〇〇

吉田小学校

南　鐙　坂
1二〇〇～1：30

鐙島小学校

　鉢
1二45～1二55

真田小学校

名　ケ　山
2：40～2二50

名ヶ山小学校

吉田山谷
3二15～3二30

吉田保育園

南　鐙　坂
3二40～4二〇〇

鐙島保育所

籔一灘 巡i鰯霞 叢　闘　鐵　一　灘

㌧

　6り
　　　　　命鍵　　　　　のと》
灘愚　縫
　欝　i麟－蒸

　　　　●　　●

夜間①
第1・3
火曜日

西　本　町
5：40～6：10

西小学校入口

四日町新田
6二20～6：50

市営住宅

四　日　町
7：00～7二30

大井田コミュニティセン外

夜間②
第2・4
火曜日

谷　内　丑
5：40～6二10

市営住宅

美　雪　町
6：20～6二50

美雪公園

春　日　町
7二〇〇～7：30

春日公園

◆・ol尉hひ・llII9－r6』11髄’rO』・・Illlorひ・llll、0』・恥Oll』ひ・II皿』ひ・1111』ひ・1”』ひ・III』ひ一101』ρ』r“1，’r‘P』。Ili』ひ・1611』ひ・II”hひ。III』ひ・llll・rO・・101』ρ』・・ll－O・r9』1肝”』の』・。lll，・φ・確”』ひolllhひ・III一・r6』llll・rひ1監”，・rθ』・Illll・rひ・lllIh6卜・1lII』‘レ・・lll』・rO・・110』○ト・“lo・rひ・巳1，』ひ・oIII一・◆・』lllo・rO・．1”1・r6卜．III一・◆Illl』ひ・IO”，・rひ一1“匹・rひ』IllI・rの』．OIll・φ，ll』ひ，III』ひ、1魯”1・rひ，Ill』ひ、III幽・

け出分。紙面の都合上1万円以上
の掲載とさせていただきました。

窓口での受付総額…13，152，441円

連合十日町地区協議会・社会党十

日町総支部・民社協会十日町支部

（417，073円）十日町重機（50，000

円）ほうれん草の会（180，072円）

天使幼稚園（200，000円）諏訪町源

氏会（30，922円）酒井うめ子（50，

000円）㈱生越土建（50，000円）㈱

生越土建役員（20，000円）㈱生越

土建親睦会（26，000円）十日町サ

ッカー協会（13，546円）村山松栄

（10，000円）十日町服飾専門学校

生徒会（22，000円）西小学校児童

教員一同（131，500円）楯』澤恭一

（10，000円）十日町車検センター

従業員一同（13，000円）㈱共和自

動車従業員一同（10，000円）リサ

イクル推進ネットワーク（326，385

円）ナツメロ愛好会（162，448円）

十日町市商店街振興連合会（301，

751円）月踊会（10，000円）南新田

町雪まつり同志（63，195円）㈱新

川屋社員一同（68，507円）㈱新川

屋（300，000円）妻有ショッピング

センターお客様一同（245，454円）

斉木縫製（45，000円）井口吉清（10，

000円）十日町地区婦人会（20，000

円）渡辺賢一（100，000円）十日町

呉服卸商組合（30，000円）十日町

建築組合（580，318円）十日町雪ま

つり実行委員会（705，940円・駅前

案内所・県信用組合前案内所・第

四銀行前案内所・クロス10前案内

所・市民体育館前案内所・コミュ

ニティひろば案内所・ほんやらど

うひろば案内所・市役所前案内所・

ボランティアガイド・いっぷくひ

ろば・ミスコンテスト会場・雪ん

子ひろば・ホワイトファンタジー

ワールド・グルメひろば・NTT・

博物館ひろば・親子劇場・スノー

モービルモトショップベル・手を

つなぐ親の会・朝日堂・大沢電子・

日本通運・松乃井酒造・じょんの

みひろば・田舎ひろば・宮本ひろ
　あうん
ば阿ロ牛の会宮下青年会・犬ぞりフ

ェスタ会場・十日町市農協’・コミ

ュニティひろば・わらっちひろば・

たばこ組合・新川屋・岩野ひろば・

つまりひろば・城之古ひろば・縄

文の里ひろば・石ぼとけひろば・

赤倉ひろば）

世帯募金にこ協力

ありがとうこざいました

～総額11，721，639円～
　本田市長と日本赤十字社十日町

市地区長とでお願いしていました、

阪神大震災世帯募金にご協力あり

がとうございました。市民の皆さ

んからの浄財は日本赤十字社を通

して、被災地へ送られました。

75とrおガ「夢お　平成7年3月25日 器瓢膿懸磁畿講
阪神大震災への義援金に対するお礼状が

兵庫県市長会から屈いています。



ル
4
月
か
ら
窃
十
日
町
巾
が
東
京
に
進
出

銀
座
4
丁
目
に
東
京
十
日
町
事
務
所
を
設
置

　
市
で
は
、
中
央
の
情
報
を
い
ち
早
く
収
集
し
た
り
、

人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
り
す
る
た
め
、
東

京
十
日
町
事
務
所
の
設
置
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
昨
年
4
月
か
ら
は
、
新
潟
県
東
京
事
務
所
に

職
員
1
人
を
研
修
派
遣
さ
せ
、
7
月
か
ら
は
、
市
役
所

内
に
東
京
事
務
所
設
置
検
討
会
（
総
務
課
長
ほ
か
8
人
）

を
設
置
し
て
、
事
務
所
の
設
置
場
所
や
業
務
内
容
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
事
務
所
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
場
所
の
選
定
が
最

も
大
変
で
し
た
が
、
今
回
十
日
町
市
出
身
の
弁
護
士
（
春

日
寛
さ
ん
）
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
春
日
さ
ん
所
有

の
一
室
を
借
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
場
所
は
、

銀
座
4
丁
目
で
東
京
の
中
心
で
す
。

　
情
報
は
、
発
信
す
る
の
も
受
信
す
る
の
も
、
ま
た
そ

れ
を
活
用
す
る
の
も
人
間
で
す
。
事
務
所
業
務
は
4
月

3
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
親
戚
、

知
人
、
友
人
に
市
民
の
皆
様
か
ら
P
R

を
し
て
い
た
だ
き
、
い
つ
で
も
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
か
ら
も
、
東
京
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f

出
か
け
ら
れ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄

っ
て
い
た
だ
き
、
サ
ロ
ン
的
な
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
．

■
主
な
業
務
内
容

①
中
央
省
庁
か
ら
の
情
報
収
集
や
企
業

　
誘
致
に
関
す
る
情
報
収
集

②
東
京
十
日
町
会
、
十
日
町
高
等
学
校

　
同
窓
会
東
京
支
部
や
大
好
き
十
日
町

　
会
首
都
圏
会
員
へ
の
情
報
発
信
と
情

　
報
収
集
、
さ
ら
に
連
絡
調
整
と
人
脈

　
づ
く
り

③
観
光
や
物
産
の
紹
介
と
宣
伝
（
当
間

　十日町市土地改罠区が
　　　　　　　　移転します

　ほ場整備事業等農業農村整備事業を進

めるため、下記のとおり事務所を移転し

ます。今後とも、ご理解とご協力をお願

いします。

住　所　十日町市大字高山627番地1

　　　　　　　　（J　A十日町本所前）

　すでじ同とで　
　
ま
帽

今
日

（
　
　
7

　
　

11

月

24

3

52

日
　
始

話
開

　
務

電
業

↑十日町橋へ

高山太子堂線

匠農協本所

s
3

高
田 移転先

蓄 町
通
り

　
高
原
リ
ゾ
ー
ト
や
北

　
越
北
線
の
宣
伝
、
誘

　
客
な
ど
）

④
就
職
情
報
の
発
信
な

　
ど
、
U
タ
ー
ン
・
ー

　
タ
ー
ン
の
支
援
。
十

　
日
町
出
身
者
な
ど
の

　
サ
ロ
ン
。

⑤
中
央
省
庁
へ
の
陳
情

　
の
案
内

■
職
員
の
配
置

　
所
長
…
1
人
（
市
職

　
員
・
常
勤
）

藝

事
務
員
…
1
人
（
十
日
町
市
出
身
の

首
都
圏
在
住
者
）

　
こ
の
ほ
か
に
、
J
A
十
日
町
市
職
員

　
（
金
沢
誠
一
さ
ん
、
上
村
安
芳
さ
ん
）

　
が
交
代
制
で
勤
務
し
ま
す
。

■
設
置
場
所

　
〒
1
0
4
　
東
京
都
中
央
区
銀
座
4

丁
目
1
0
番
1
2
号
　
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ

　
ル
5
階

　
暦
03
1
3
5
4
6
1
7
2
3
0
（
フ

　
ァ
ク
シ
ミ
リ
兼
用
）

目比谷線…
東銀座駅より
　　徒歩30秒
銀座駅…
銀座駅より
徒歩1分30分

歌舞伎座

東
京
十
日
町

　
事
務
所

交番

三原橋　　東銀座駅　　晴海通り

　　　至一
　　　日
　　　本
　　　橋

　　　中
　　　央

　　通
　　　り

和光銀三越
　　　座
　　　駅
、銀座四丁目交差点

　
産

　
日

至
新
橋

　
愛

　
三

■
開
設
時
間

　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
6
時
3
0
分
（
利
用
状
況
を
見
て
、

今
後
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
の
開
設
も

検
討
し
ま
す
）

リ
ゾ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催

～
定
員
超
え
る
3
2
0
人
が
参
加
～

　
3
月
1
5
日
㈱
、
ク
ロ
ス
ー
0
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
平
成
6
年

度
リ
ゾ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今

後
の
リ
ゾ
ー
ト
整
備
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
、
新
潟

県
と
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー

ト
新
潟
推
進
協
議
会
が
主
催
し

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
ず
、
溝
尾
立
教
大
学
社
会

学
部
教
授
が
「
魅
力
あ
る
リ
ゾ

ー
ト
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

溝
尾
教
授
は
、
今
後
の
リ
ゾ
ー

ト
ヘ
の
取
り
組
み
と
し
て
「
長

期
休
暇
制
度
の
導
入
が
大
き
な

鍵
を
握
る
」
と
力
説
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
市
が
力
を
入

れ
て
い
る
、
観
光
面
で
の
人
材

育
成
と
観
光
関
連
大
学
の
誘
致

活
動
に
触
れ
、
「
人
材
育
成
の
第

一
歩
は
観
光
協
会
の
自
立
と
専

門
家
の
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

観
光
関
連
大
学
の
誘
致
は
長
い

目
で
見
る
必
要
が
あ
る
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
下
村
東
京
大
学

農
学
部
助
教
授
が
「
リ
ゾ
ー
ト

地
域
に
お
け
る
望
ま
し
い
景
観

づ
く
り
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

①
「
景
観
」
と
い
う
こ
と
の
概

念
の
変
化
②
心
の
満
足
を
得
る

た
め
の
装
置
と
し
て
の
リ
ゾ
ー

ト
③
リ
ゾ
ー
ト
の
中
の
都
市
性

と
自
然
性
の
バ
ラ
ン
ス
の
3
点

に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
混
じ
え

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

溝尾良隆立教大学社会学部教授（写
真上）と下村彰男東京大学農学部助
教授（写真下）
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新認定農業者制度のお知らせ
　市では、これからの魅力ある農

業経営の指針となる農業基本構想

（正式名称：農業経営基盤の強化

の促進に関する基本的な構想）の

策定作業を進めています。3月中

に県の承認を受ける予定です。

　認定農業者になるには、農業基

本構想が策定された後、5年後の

理想的な経営を目指した「農業経

営改善計画」をJ　A十日町市等の
　　　　　　　　　　　　の指導により作成し、農林課に申請

していただきます。そして、市及

び関係機関・団体で審査し計画が

適正なものは認定され、申請者は

認定農業者となります。

　認定農業者になると、農林公庫

の低利資金（スーパーL資金）の

借入申込みができる等、有利な制

度が用意されています。

■問い合わせ　農林課農業振興係

（智内線332）へ。

農林漁業金融公庫の「スーパーL資金」
　認定農業者の経営改善を資金面

からバックアップするため、農林

公庫にスーパーL資金が創設され
ました。

　この資金は、農業経営改善計画

を達成するために必要な長期資金

を幅広く融資するもので、設備投

資などのハード資金から経営費用

の支払いなどのソフト資金まで広

くご利用いただけます。また、借

入条件も次のように大変有利です。

■実質金利二2％台

■返済期間：最長25年（うち据置

　き期問最長10年）

■利用限度額：個人1億5千万円

　（特認3億円）、法人5億円

■問い合わせ　J　A十日町市信用

部（暦571572）または農林漁

業金融公庫新潟支店（盈025－

222－6151）へ。

県展（新潟県美術展覧会）作品募集
　第50回の県展が、5月19日（金）か

ら県内10会場で開かれます。市内

でも6月23日㈹から28日㈱まで、

総合体育館を会場に開催されます。

多数の出品をお願いします。

■募集作品　洋画・彫刻・工芸・

　日本画・版画・書道・写真

■搬入日・場所　5月13日CD・14

　日（日）の午前10時から午後4時ま

でに、洋画・彫刻・工芸は県民

会館へ。日本画は新潟大和店へ。

版画は新潟三越店へ。書道・写

真は新潟市美術館へ。

■出品手数料　1点4，000円。1点

増すごとに1，000円。

■問い合わせ　社会教育課（公民

館本館内暦57－5011）へ。出品

規定も同課にあります。

住所異動の届出は

　　　　　　お旱目に

■転入届　他の市町村から移って

　きたときは、住所の正確な番地

　を調べて、転入をした日から14

　日以内に届け出てください。

〉持参するもの……印鑑・前住所

　地の市町村で発行した転出証明

　書、国民健康保険証（国民健康

　保険に加入している世帯に転入

　し、加入する場合）、離職票（離

職後転入者のみ）、年金手帳（前

住所で国民年金に加入していた

　人、あるいは会社を退職してき

　た人）

■転出届　十日町市から他の市町

村へ転出するときは、転出する

直前に転出先の住所と転出予定

　月日を届け出てください。学生

　の場合も通学できない学校に入

　ったときは転出届が必要です。

　また、20歳以上の学生は新住所

地で国民年金加入手続きが必要
です。

〉持参するもの……印鑑、国民健

康保険証（加入者のみ）、印鑑登

録証（登録者のみ）、老人医療費

受給者証（交付者のみ）

■転居届　市内で住所が変わった

　ときは、移ってから14日以内に

手続きをしてください。

〉持参するもの……印鑑、国民健康

保険証・年金手帳（加入者のみ）

■問い合わせ　市民課市民係（盈

内線153・154）へ。

給
食
調
理
場
（
ー
階
）
　
　
騰
灘
　

講

1…幽羅

給食調理場

鍛

南
中
学
校
糠
勤
調
騨
朋
が
完
成

　
昨
年
8
月
4
日
か
ら
工
事
が
　
　
広
さ
。
全
自
動
食
器
洗
浄
機
、

進
め
ら
れ
て
い
た
南
中
学
校
（
佐
　
　
ガ
ス
と
蒸
気
の
煮
炊
き
釜
を

川
通
校
長
・
生
徒
数
5
4
3
人
）
　
各
々
2
個
設
置
し
た
こ
と
な
ど

の
柔
剣
道
場
と
給
食
調
理
場
の
　
　
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
2
階
5

工
事
が
竣
工
し
、
3
月
1
8
日
㈹
　
　
5
4
平
方
層
の
う
ち
、
柔
剣
道

本
田
市
長
ら
関
係
者
1
5
0
人
　
　
場
は
4
6
8
平
方
層
。
柔
道
場

が
出
席
し
て
、
記
念
式
典
と
祝
　
　
1
面
、
剣
道
場
1
面
、
用
具
置

賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
　
　
場
、
更
衣
室
、
ト
イ
レ
な
ど
が

で
は
、
事
業
の
完
成
を
祝
っ
て
、
　
　
あ
り
ま
す
。
総
事
業
費
は
約
2

生
徒
に
よ
る
柔
道
と
剣
道
の
公
　
　
億
4
千
万
円
で
す
。

開
演
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
．
壕
ー
塵
灘
　
　
　
　
　
灘
、
．
、
．
．
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
κ
　
　
　
　
構
　
　
　
　
　
　
－
距
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毒
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笥
『
瞭
附
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20歳は国民年金のスタートラインです
20歳の誕生日を迎えた皆さん、

国民年金加入の手続きは済みまし

たか。国民年金には20歳から60歳

未満のすべての人が加入します。

学生も国民年金への加入が義務

付けられています。

将来「満額の年金」を受けるため

に、病気やけがなどで障害が残っ

てしまったときのために、加入の

手続きと年金保険料の納付を忘れ

ないでください。手続きは市役所

市民課年金係で行っています。

■就職したら種別変更届

　学生は、第1号被保険者とし
て国民年金に加入していますが、

就職して厚生年金や共済年金に

加入したら、第2号被保険者と

なり届け出が必要です。届け出を

怠ると二重に加入したままにな

ってしまい、不都合を生じるこ

とになります。

　届け出には、年金手帳、会社

発行の健康保険証、印鑑を持参

してください。

■保険料の免除制度

　経済的に保険料を納めること

が困難な場合、未納のままにし

ておくのが一番不利です。この

ようなときは免除制度を利用し

てください。学生は免除申請に

在学証明書、親元の所得証明書

を添えて申請してください。

■問い合わせ　市民課年金係（暦

内線151・152）へ。

ご協力ください「緑の羽根」募金

にお願いする家庭募金も行われま国士緑1ピ　べ一ン　篶簾鮮

す．　　　　　　　　　礪綾化
　　　　　　　　　　　　　　　（1，777本1この募金は・「緑あふれる環境づ羅牌緑の羽根記念植樹11・3％

くり」を進めるため・学校・社会魏461灘994本）

福祉施設・公園等の緑化に役立て
　　　　　　　　　　　　　　　鱗縫懸獅られます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘㈱

　　　　　　　　　　　　　　　灘霞昨年は市内で1，566，560円、県内

で73，016，038円の募金が寄せられ

ました。今年もご協力をお願いし

ます。

■問い合わせ　農林課林政農災係

　（暦内線333・334）へ。

社会福祉施設緑化
16か所（779本）2．9％

幽地域福祉基金へ二中林一（学校

町1・香典返し50，000円）渡辺賢

一（中町・香典返し100，000円）大

島熊蔵（昭和町1・100，000円）

囹福祉事業へ；岡村建治（北新田

2・1，000円）稲和会（10，000円）

幽羽根川荘へ＝中条会（6，200円）

仲好会（6，900円）

囹公民館図書室へ二松尾宏行（川

治中町）夏井俊介（寿町2）柳三
明（松代町）

圏保育所へ＝関口順一郎（泉町・

ビデオカセットプレーヤー1台）

新潟県遊技協同組合十日町支部

（支部長大島芳信・カラーテレビ

1台）

囹博物館へ二小川信一（四日町2）

根津時子（稲荷町2）斎木ハル（南

鐙坂）中村篤彦（東京都）

　　　公園公共
　　　施設緑化　　　51か所（3」58本）

難叢雛灘163％
団
成
瀦

年
育
甑

少
の
　
　
　
等

の
姻
　
費
％

緑
4
ヒ
進
務
3

　
　
　
璽
鷹

春の全国交通安全運動は

5月11日㈱一20日d⇒

　　緑の羽根
　　募金資材　　　　奉仕団体　　11・6％　　募金推進費

　　　　8．9％講習会、研修会
縁化相談員、

緑化苗木市3．5％

普及宣伝啓発
褒賞費2．6％

例年4月に行われていますが、

今年は統一地方選挙が4月にある

ため日程が変更されます。なお、

小学校新入学児童交通安全教室な

どは、例年通ケ）4月に行います。

　　　おわび
3月10日号で十日町市文化協

会連合会役員に、当重あかねさ

んを記載しましたが誤りでした。

訂正しておわびします。

幽噸
　
3
月
7
日
、
ほ

ゆ
大
の
難
工
事
で
あ

廟
　
ン
ネ
ル
の
掘
削
が

ゆ
た
・
平
成
4
器

ゆ
　
、

廟
　
3
m
の
中
央
導
坑

噸
後
約
8
m
に
広
げ

噸
　
っ
て
き
た
も
の
で

吻
こ
の
ト
ン
ネ
ル

廟廟
年
1
2
月
に
着
工
さ

廟
　
し
か
し
、
超
膨

廟
　
地
盤
（
掘
っ
て
も

ゆ
　
が
押
し
戻
し
て
く

廟
な
ガ
ス
の
湧
出
の

廟廟
　
は
難
航
を
極
め
ま

廟
　
中
央
部
贈
は

廟
　
を
要
し
、
1
か
月

廟
が
平
藷
m
で
あ

ゆ◎
　
そ
れ
を
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廟
　
　
今
後
は
外
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を

廟
行
い
、
日
本
の
山

廟
な
難
工
事
で
あ
っ

㎜
ン
駕
今
年

廟
　
す
る
予
定
で
す
。
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●
◎
●
苓
●

く
ほ
く
線
最

る
鍋
立
山
ト

完
了
し
ま
し

月
に
直
径
約

が
貫
通
し
た

る
工
事
を
行

す
。

ま
、
　
召
0
8

5
　
　
日
壬
丁
4

れ
ま
し
た
．

張
性
の
軟
弱

掘
っ
て
も
土

る
）
や
危
険

た
め
、
工
事

し
た
。

9
年
7
か
月

の
掘
削
状
況

っ
た
こ
と
が

い
ま
す
。

覆
う
工
事
を

岳
史
上
ま
れ

た
鍋
立
山
ト

7
月
に
完
成

鍋立山トンネル

　ついに掘削完了！

（地域開発室）

ろ
り
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線
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コ
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ろ
ば
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◎
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◎
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全
●
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●
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☆
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通
電
車
ア
ン
ケ
ー
ト
結
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〔
＋
日
町
市
分
〕

▼
応
募
総
数
　
　
1
、
ー
7
4
通

　
　
　
　
　
（
男
㎝
・
女
脳
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
4
種
類
の

デ
ザ
イ
ン
と
車
体
色
に
よ
る
1
6

タ
イ
プ
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
応
募
の
5
5
％
が
小
学
生
で
し

た
が
、
全
体
的
に
ス
ト
ラ
イ
プ

が
太
め
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
が
好
ま
れ
ま
し
た
。

　
車
体
色
は
、
ブ
ル
ー
と
シ
ル

バ
ー
に
集
中
し
ま
し
た
。
小
学

生
、
特
に
女
子
に
ブ
ル
ー
が
多

か
っ
た
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
車
両
デ
ザ
イ
ン
は
、
沿
線
市

町
村
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

取
り
ま
と
め
、
そ
の
集
計
を
参

考
に
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
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4月1旧㈹は
老齢福祉年金の支払日

老齢福祉年金の支払いが4月11

日（火）から市内各郵便局で始まりま

す。

年金の支払いを受けたら老齢福

祉年金証書を提出してください。

提出先は年金の支払いを受けた郵

便局です。証書の提出が遅れると、

8月に支払われる年金が受け取れ

なくなることがありますのでご注

意ください。

■受け取る人　本人または代理人

■持参するもの　①老齢福祉年金

証書　②証書に押してある印鑑

■その他　4月11日に都合のつか

ない人は、12日～14日の間に郵

便局で受け取り、年金証書と印

鑑を持参して市役所年金係へ届

けてください。

■問い合わせ　市民課年金係（暦

内線151・152）へ。

医療費の一部負担額が変わります
老人保健法の一部改正に伴い、

平成7年4月1日から医療費の一・
部負担金が変わります。

■対象者　乳児医療費（県乳）、老

人医療費（県老も含む）、ひとり

親家庭等医療費（県親）、重度心

身障害者医療費（県障）を受給

している人

■問い合わせ　県乳・県老は保健

衛生課保健衛生係（費内線141）

へ。老人医療は保健衛生課国保

係（盈内線144）へ。県親・県障

は社会福祉事務所援護係（智内

線132）へ。

・
．

窪灘繋灘、／霧

外　　来
（1月につき）

1，000円 1，010円

入　　院
（1日につき） 700円 700円

県単医療費助成制度が改正されます
県単（県障・県親・県乳）制度

により医療費の助成を受けている

人のうち、加入している医療保険

の保険者から、標準負担額認定証

の交付を受けた人が入院した場合、

入院中の食事に係る費用を助成し
ます。

老人保健医療受給者で、県障・

県親の対象になる人についても、

標準負担額減額認定証または入院

時一部負担金減額認定証の交付を

受けている場合は、入院中の食事

に係る費用を助成します。

■問い合わせ　県障・県親は社会

福祉事務所へ。県乳は保健衛生

課保健衛生係岱。

社会福祉協議会
　　　臨時職員募集

十日町市社会福祉協議会では臨

時職員を募集します。

■勤務地　中条地区社会福祉会

　（中条地区公民館内）

目問い合わせ　募集要綱・勤務時

間・賃金等は、社会福祉協議会

　（市役所内盈内線161）へ。

敬老会の助成制度が変わります
市では、地区・婦人会等の団体

が敬老会を開催した場合に、その

経費の一部を助成しています。

これまでは、70歳以上の人を対

象に一人1，200円の助成をしていま

したが、平成7年度から、助成対

象を75歳以上の人とし、一人あた

りの助成金額を1，500円とすること

になりました。

これは、福祉関係の事務事業の

見直しによるもので、制度の変更

によって生ずる財源については、

援護を必要とする方の福祉の充実

に充てられ、人にやさしいまちづ

くりに役立てられます。

　なお、平成7年度の対象者は、

．大正10年3月31日以前に生まれた

人になります。

一問い合わせ　社会福祉事務所高

　齢福祉係（盈内線135・136）へ。
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’田織物総合求評会
～楽しいきもの、親しききもの～

■と　き　4月15日dゆ午前9時～

午後5時、16日（日）午前9時～午

後3時
■ところ　十日町市総合体育館

■入場料　無　料

■問い合わせ　十日町織物工業協

同組合（智57－9111）へ。

阪神大震災の義援金の

　　税制上の優週措置

　阪神大震災に寄せられた義援金

は、次に示す金額が寄付金控除と

して平成8年度の申告（所得税は

7年度分の申告）において、所得

控除の対象となります。

　該当する人は、受領書や寄付金

を証明する書類等を保管しておき

ましょう。

■控除金額

〉市県民税＝「寄付金額」と「年

　間所得の25％の額」とのうち、

　いずれか少ない方の金額から10

　万円を引いた額

レ所得税＝「寄付金額」と「年間

　所得の25％の額」とのうち、い

　ずれか少ない方の金額から1万

　円を引いた額

■問い合わせ　税務課市民税係

　（暦内線116・117・118）へ。

阪神大震災による

　　　市県民税の特例

　災害で生活用資産などに損害を

受けたときは、損失金額を雑損控

除として、所得控除できます。阪

神大震災で損害を受けた場合に限

り、次の特例が適用されます。

　該当する人は、税務課市民税係

にご相談ください。

■特例　通常は平成8年度の申告

　対象ですが、納税義務者の選択

　により、損失金額を7年度の申

　告（課税）分で所得控除ができ

　ます。

■問い合わせ税務課市民税係へ。

楽』もう3耀一堕，《るう健鵬総合轟館論5舞4鋤

総合体育館（アリーナ）が

　　　　使用できません

■期問　4月9日（日）～17日（月）

　十日町織物総合求評会のため、

総合体育館が利用できません。

第8回
　　　　　～

4月の無料開放日は2マ日㈱

顧受付期間　4月3購月）～17日（月）

ロ抽選日（許可証交付日）

　　　　　　　　4月19日㈱

信濃川河岸段丘ウォーク
4月29目（士）　みどりの目～

■
コ
ー
ス

灘　　鐵 鍵離灘　幾　．雛　欝　欝i． 鐙灘鶴鰯 灘発騰灘『

A 52km 津　南　町　役　場　前 午前5二〇〇～5二30 午前6二〇〇

B 42km 中里村田沢小学校グラウンド 午前6：00～6二30 午前7：00

C 25km 川西町総合体育館前 午前9：00～9二30 午前10二〇〇

ファミリー 12km 小千谷市民体育館前 午前9二〇〇～9二30 午前10二〇〇

■
参
加
料

獲蹴鐙、、．．
』
灘
灘 、鵜灘霧蒸．1 、、鎌灘嚢．、1欝魏簿蕪

大　　　人 1，500円（当日参加2，000円） 1，000円（当日参加1，500円）

小・中学生 1，000円（当日参加1，500円）
500円（当日参加1，000円）

未就学児 500円（当日参加1，000円）

■申し込み　4月15日dbまでに参加費を添えて総合体育館へ。15日以降の

申し込みは、プログラムに記載されません。

ミドルエイジのための簡単にできる体力診断法　その2

　「からだの若さをためしましょう・・・…（つづき）」

〈平衡性（バランス）テスト〉

神経系の機能が低下すると自分のからだをうまくコントロールできなくなります。

片足立ちの姿勢で、目をつぶり、両手を左右に上げて何秒間立っていられる

か計ります。（よろけたり、上げ足を支持足に付けたら終了）

　　　　　コ　コじじロ　ロ　りリロ　　　　　　　　コロロロコ　つ

i判　i　　　　　　男性　　女1生　i

I定　・60秒以上　　＋1　　十1　1
ド　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1基・30～59秒　　0　　01
i準i29秒以下　一1　－1i
」＿＿＿＿」＿騨　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿　＿曹＿一

〈持久力テスト〉

鍛

全身的な運動が不足していると呼吸循環機能が低下し、走ったりすると息切れや動

悸がします。このテストは心臓や肺に負担がかかりますので十分注意して無理のな

いようにしてください。

急ぎ足で12分間続けて歩いてください。スピードが落ちたり息苫しくなった

ら途中でやめてそれまで歩いた時間を測ります。

　　　　　つ　　　　　コ　コココロ　コロロロロロロワ　　　　　　　　　　ココロし

i判　i　　　　　　　　　　男性　　女性i
・定　112分以上　　　　　　　＋1　　＋11
じ　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

1基　110分以上～12分未満　　　0　　　01
i準i旧分未満　　　 一1　－1i
」＿＿＿＿J＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿艦

〈自己診断〉

2月25日号のテストと合わせて

・マイナス点がひとつもなく、総合点が3点以上であれば、あなたの年令はまだ体

力は低下している心配はありません。

・マイナス点があり、総合点が0～2点であれば、運動不足による体力低下が始ま

っています。

・マイナス点が三つ以上あるか、総合点が一1以上であれば、運動不足による体力

低下は著しく、若さが衰えています。
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相談コーナー
①交通事故相談　4月10日（月）

②定例行政相談　4月14日㈲

③巡回内職相談　4月21日働

　午前10時～午後3時まで。

　会場二市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時まで。

　会場：高年齢者職業相談室

　　　騒躍翻踵麗騒謹　　　市役所は岱57－3111

え，ぷろんクッキング教室

■と　き　4月18日（火）

　　　　午前10時～午後1時
■ところ　東北電力㈱十日町営業

所（本町3）

■内　容　「洋風料理：お誕生日・

お祝いにおしゃれな献立」

人参ライス・海草サラダほか

■参加費　500円（当日徴集）

■定　員　15人（先着順）

■申し込み　東北電力㈱十日町営

業所お客さまサービス課（智52

－3107内線352）へ。

宇瞬欝一甑欝
⑪十日町市観光情報盈57－0500

　きものまつり情報
《》くらしのダイヤル暦025－285－7000

　4／3～10製造物責任者法が施行

　　　　されます
　4／10～17　消費生活相談事例

　　　　～資格商法についての
　　　　木目言炎力・ら～

　4／17～24　電話勧誘による資格

　　　　商法について

　4／24～5／1　はじめての一人

　　　　暮らし（訪問販売法）

⑪健康デレホン　盈52－6015

　（夕方5時～翌朝8時30分）

　4／1～15　妊娠中の運動

　4／15～31　タバコの害

禽嚢喪壷喪

無料法律相談
　弁護士による法律相談を行いま

す。法律関係の間題でお悩みの人

は、お気軽にご利用ください。

■と　き　4月13日休）・27日休）

　　　　午後1時30分～
■ところ　市役所市民相談室

■相談員　13日：高橋信行弁護士

　　　　27日二神山博之弁護士

■申し込み　電話で市民課（a内

　線150）へ予約してください。多

　数の場合は先着順となります。

固定資産課税台帳を

　　　　　縦覧します

　平成7年度の固定資産課税台帳
を縦覧します。

■縦覧期間　4月5日㈱～24日（月）

　（ただし、土・日曜日は除く）

　の午前8時30分～午後5時15分

■縦覧場所　税務課資産税係

■縦覧事項　平成7年度分として

価格が決定された土地、家屋、

償却資産。

■縦覧に必要なもの　①印鑑②委

任通知書（固定資産の所有者ま

　たは納税管理人以外の人）。用紙

は税務課にあります。

■その他　課税台帳の登録事項に

ついての審査申し出期間は、4

月5日㈱～5月8日（月）まで。

■問い合わせ　税務課資産税第
一一・第二係（智内線111・112）へ。

　　　蓼》繁蓼
　　　寄プ鴛《盛書験
㌧＊消費者協会（商工観光課暦内線231）へ。

顧陶凄塗一・…

品　　　名 規　格 希望価格

エアロビクスシューズ 女性用23cm 3千円位

二段ベッ　ト 相談で

フロおけ（釜なし） 普通サイズ 〃

小型冷蔵庫 〃

ソフアー（白） 扇型コーナー付 〃

ス テ　レ　オ 〃

アルペン用スキー一式 〃

エレキアンプ 〃

学 習　　机 スチール製 〃

〃　新品同様 木製（白） 〃

一
ア レ　　　ビ 14チンチ 〃

い す 回転式 〃

食卓テーブル いす4脚付 〃

こ ．た　　　つ 普通サイズ 〃

電気もちつき器 無　料

きもの着付ボディ 5千円位

ピ ア　　　ノ カワイ製 20万円位

騨灘綴懇蝦慧麟験・費・
一
ア
　
　
　 レ　　　ビ 3千円

スキーセット
くつ25．5cm

中学生用 相談で

〃
くつ26cm
大人用

〃

た　か　ば　た 〃

せいけい台 〃

掃　　除　　機 〃

小型炊飯器 〃

と　　う　　み F 〃

紡　　績　　機 〃

掃　　除　　機 〃

スノーボードセット くつ25．5～27cm 2千円位

アルペン用スキーぐつ
ダイナフィット又はサロ

モン　27．0～28．Ocm 相談で

家庭用除湿機 1万円位

ワ　ー　　プ　　ロ 1万円以内

公営住宅入居者募集

■谷内丑市営住宅（鉄筋コンクリ

ート3階建）レ募集：1戸（6

畳2室、5畳1室、DK）〉家
賃：25，700円

■申し込み　4月10日（月）までに克

雪都市計画課建築住宅係（盈内

線276）へ。

おもちゃ図書館
■と　き　4月6日休）・20日休）

　　　　午前9時～11時30分
■ところ　勤労青少年ホーム

■問い合わせ　社会福祉事務所福

祉係（盈内線134）へ。

2プとおガ夢二平成7年3月25日
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4月乳幼児健康診査

事業嶽 灘騰 愛i羅蒔闘 講象発

3歳児健診
隣鍔児1

12日

㈱

午後1時10分

　～1時45分

3年10月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

27日

㈲

午後1時10分

～1時45分

5年10月

生まれの幼児

4か月児健診

　ならびに

育児学級

26日

㈱

午後1時10分

～1時30分

6年12月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
18日
（幻

午前9時10分

～9時30分

4年10月

生まれの幼児

10か月児
身体測定

19日

㈱

午前9時30分

～10時30分

6年6月
生まれの乳児

麟雛希／

会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健
診があります。歯をきれいにみがいて来てく

ださい。（3歳児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫〉尿検査セットを保健衛生課に取
りに来てください。

※平成3年11月生まれの幼児の保護者へ

3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。

5月の健診対象者に検査セット等を送付しま

すので、4月15日を過ぎても届かない人は、

保健衛生課保健衛生係（智57－3111内線141・
142）まで連絡してください。

「4月の健康相談
糞　『欝 i翻欝 欝　　　闇

保健センター
3・17・24日

の月曜日 午前9時～

　　　午後4時
中条地区公民館 7日働
就業改善センター

13日㈲
午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

克雪センター 20日休） 午後2時～4時

水沢地区公民館

21日㈲
午前9時～11時30分

平 成　園 午後1時30分～4時

川治地区公民館 25日（火》

午前9時～午後4時
下条地区公民館 28日働

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩み

があるなどの人は、どうぞご相談を！

※健康手帳をご持参ください。

頓献血車鯵
受付時間　午前10時～正午、午後1時

～3時（成分献血は4時まで）

◆全血献血

　2日（日）終日　ライオン堂

　3日（月）午前　十日町砂利㈱

　〃　午後　宇都宮製作所㈱
◆成分献血

　7日働　十日町市役所
　12日（水）　　　　〃

※成分献血は、事前に保健衛生課保健

　衛生係に申し込みください。所要時

　間は約60分です。

　　　團園 蚕囲［鑑慧隔ナー論1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難
「国民健康保険料申告書」を提出してください　　霧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝

　国民健康保険料を適正に計算す

るために、加入者全員の平成6年

中の所得を把握する必要がありま

す。そのため、加入世帯の世帯主

から、「国民健康保険料申告書」を

提出していただかなければなりま

せん。

　また、所得が一定基準以下の世

帯は、国民健康保険料の均等割・

平等割の6割または4割が減額さ
れます。

　なお、土地建物等の譲渡所得は、

住民税では特別控除があり課税さ

れない場合がありますが、国民健

康保険料は特別控除前の金額で計

算します。譲渡所得のあった人で

申告していない人も「国民健康保

険料申告書」を提出してください。

■提出する必要のない世帯主　国

　民健康保険加入者の世帯員全員

　が、次のいずれかに該当する場

　合、申告書を提出する必要はあ

　りません。

①所得税の確定申告をした人

②市民税・県民税の申告をした

　人

③給与や公的年金所得のみの人

■保険料が減額される世帯

　〉6割軽減対象世帯（予定）

　　国保加入者の所得の合計額

　が、33万円以下の世帯
　レ4割軽減対象世帯（予定）

　　国保加入者の所得の合計額

　が、23万5千円×（世帯員の数

　　一1）＋33万円　以下の世帯

■持参するもの

①印　鑑

②収入の証明ができるもの

　国民健康保険料申告書は、保

健衛生課国保係にあります。

■提出場所・問い合わせ　4月17
　日（月）までに、保健衛生課国保係

　（暦内線143・144）へ。
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◆30臼（日）

至誠堂医院（西浦町東）

　　　智52－3276
上村病院（中里村）

　　　費63－2111
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